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『
新
天
地
』
新
天
地
社
、
一
九
四
〇
年
新
年
号
、
一
九
四
一
年
新
年
号
、
三
月
号

『
満
洲
』
滿
洲
社
、
一
九
四
一
年
五
月
号

『
観
光
東
亜
』
日
本
国
際
観
光
局
満
洲
支
部
、
一
九
四
〇
年
七
、
八
、
一
一
、

一
二
月
号
、
一
九
四
二
年
一
、
四
、
六
月
号

『
短
歌
精
神
』
創
刊
号
、
短
歌
精
神
発
行
所
、
一
九
四
一
年
四
月
号

『
満
洲
良
男
』
満
洲
雑
誌
社
、
一
九
四
二
年
一
二
月
号

『
満
洲
観
光
』
一
九
四
一
年
一
、
一
一
、
一
〇
月
号
、
一
九
四
二
年
二
月
号

『
満
洲
公
論
』（
藝
文
改
題
）
新
京
満
洲
公
論
社
、
一
九
四
三
年
一
二
月
号
、

一
九
四
四
年
一
、
二
月
号

『
モ
ダ
ン
満
洲
』（
巻
号
、
発
行
年
月
不
明
）

中
国
語
単
行
本

古
丁
著

『
奮
飛
』
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
一
知
半
解
集
』
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
浮
沈
』
満
日
文
化
協
会
・
詩
歌
叢
刊
刊
行
会
、
一
九
三
九
年

『
平
沙
』
満
日
文
化
協
会
、
一
九
四
〇
年

『
談
』「
快
読
文
庫
」
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
譚
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
竹
林
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年
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調
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一
覧

日
本
語
単
行
本

藤
山
一
雄
『
満
洲
の
森
林
と
文
化
』
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
七
年

林
時
民
『
新
し
き
感
情
』
詩
集
刊
行
会
（
東
京
）、
一
九
三
七
年

林
時
民
『
新
し
き
情
感
』
詩
集
刊
行
会
（
東
京
）、
一
九
三
七
年

竹
内
正
一
『
氷
花
』
作
文
発
行
所
、
一
九
三
八
年

三
枝
朝
四
郎
編
『
第
一
回
滿
洲
國
美
術
展
覧
會
圖
錄
』
満
日
文
化
協
会
、

一
九
三
八
年

古
丁
著
・
大
内
隆
雄
訳
『
平
沙
』
中
央
公
論
社
、
一
九
四
〇
年

加
納
三
郎
『
満
洲
文
化
の
た
め
に
』
作
文
発
行
所
、
一
九
四
二
年

山
田
清
三
郎
編
『
現
地
随
筆
』
満
洲
新
聞
社
、
一
九
四
三
年

山
田
清
三
郎
編
『
建
国
列
伝
』
第
一
巻
、
満
洲
新
聞
社
、
一
九
四
三
年

山
田
清
三
郎
『
満
洲
国
文
化
建
設
論
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年

日
本
語
雑
誌

『
満
洲
公
論
』
大
連
満
洲
公
論
社
、
一
九
三
四
年
一
一
月
号
、
一
九
四
一
年

四
、
六
月
号
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『
世
界
名
小
説
選
』
王
光
烈
編
、
満
洲
図
書
株
式
会
社
、
第
二
集
一
九
四
一
年
、

第
三
集
一
九
四
一
年
、
第
四
集
一
九
四
一
年
、
第
五
集
一
九
四
二
年

『
譯
叢
』
芸
文
志
事
務
会
編
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
北
帰
』
小
松
著
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
一
年

『
季
季
草
』（
詩
集
）
山
丁
著
、
詩
季
社
、
一
九
四
一
年

『
魯
迅
伝
』
小
田
岳
夫
著
・
外
文
訳
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
鳳
鳴
山
的
深
秋
』「
快
読
文
庫
」
疑
遅
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
頤
和
園
和
萬
壽
山
』「
快
読
文
庫
」
非
斯
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
欧
陽
家
的
人
們
』「
駱
駝
文
學
叢
書
」
爵
青
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年

『
沃
土
』「
東
方
国
民
文
庫
」
石
軍
著
、
満
日
文
化
協
会
、
一
九
四
一
年

『
近
代
世
界
詩
選
』
梁
孟
庚
編
、
満
洲
図
書
株
式
会
社
、
一
九
四
一
年

『
米
英
侵
略
東
亜
史
』
大
川
周
明
著
、
古
丁
・
爵
青
・
外
文
訳　

芸
文
書
房
、

一
九
四
二
年

『
英
美
罪
悪
史
』「
満
洲
国
」
協
和
会
編
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
熱
情
的
恋
愛
』
堀
秀
彦
著
・
夏
明
訳
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
滿
洲
文
藝
』
呉
玉
瑛
編
、
満
洲
図
書
株
式
会
社
、
一
九
四
二
年

『
人
和
人
們
』「
駱
駝
文
學
叢
書
」
趙
小
松
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
菊
里
夫
人
伝
』（
上
）
爵
青
・
吟
梅
（
訳
）、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
白
雪
遺
音
』
単
更
生
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
春
』
島
崎
藤
村
著
・
杜
白
雨
訳
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
竹
如
小
姐
』
張
文
霖
編
、
東
亜
書
店
、
一
九
四
二
年

『
箱
根
風
雲
録
』
楠
田
清
等
著
・
古
丁
訳
、
中
央
電
影
局
東
北
電
影
製
片
厰
、

一
九
五
六
年

古
丁
の
翻
訳

夏
目
漱
石
著
『
心
』
満
日
文
化
協
会
、
一
九
三
九
年
一
〇
月

中
島
健
蔵
著
『
学
生
與
社
会
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年
二
月

石
川
啄
木
著
『
悲
哀
的
玩
具
』
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年
一
〇
月

『
窗
前
草
』
何
靄
人
編
、
益
智
書
店
、
一
九
三
四
年

『
火
光
』
百
霊
著
、
月
刊
滿
洲
社
、
一
九
三
八
年

『
蝙
蝠
』
小
松
著
、
月
刊
満
洲
社
「
城
島
文
庫
」、
一
九
三
八
年

『
少
年
發
明
家
的
故
事
』
趙
暁
光
編
、
盛
京
書
店
、
一
九
三
九
年

『
献
給
青
年
們
』
李
紫
函
著
、
益
智
書
店
、
一
九
三
九
年

『
山
風
』
山
丁
著
、
文
叢
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年

『
第
二
代
』
梅
娘
著
、
文
叢
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年

『
雑
感
之
感
』
季
瘋
著
、
益
智
書
店
、
一
九
四
〇
年

『
日
本
史
概
観
』日
本
紀
元
二
千
六
百
年
満
洲
帝
国
慶
祝
委
員
会
編
、一
九
四
一
年

『
小
工
車
』「
文
選
叢
書
」
王
秋
蛍
著
、
文
選
刊
行
会
・
益
智
書
店
、
一
九
四
一
年

『
去
故
集
』
秋
蛍
著
、
文
叢
刊
行
会
、
一
九
四
一
年

『
泥
沼
』「
文
選
叢
書
」
袁
犀
著
、
文
選
刊
行
会
・
益
智
書
店
、
一
九
四
一
年

『
火
』「
快
読
文
庫
」
小
松
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
一
年
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『
並
欣
集
』
興
亜
雑
誌
社
編
輯
部
編
、
新
京
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
我
的
日
記
』
楊
絮
著
、
開
明
図
書
公
司
、
一
九
四
四
年

『
炊
桐
集
』
成
絃
著
、
大
地
図
書
公
司
、
一
九
四
四
年

『
匡
廬
随
筆
』
匡
昨
非
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
四
年

『
滿
洲
作
家
小
説
集
』
励
行
建
他
著
、
一
九
四
四
年

『
苦
瓜
集
』
小
松
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
五
年

『
燈
籠
』
方
季
良
（
満
克
大
）
著
、
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
五
年

『
長
夜
蛍
火
』
梁
山
丁
編
、
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
六
年

『
緑
色
的
谷
』
梁
山
丁
著
、
春
風
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
七
年

『
燭
心
集
』
梁
山
丁
編
、
春
風
卯
文
芸
出
版
社
、
一
九
八
九
年

『
新
民
胡
同
』
劉
遅
著
、
時
代
文
芸
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年

『
正
中
吟
箋
』
李
正
中
著
、
吉
林
文
史
出
版
社
、
二
〇
〇
六
年

『
潯
陽
琵
琶
』
任
情
著
、
満
洲
雑
誌
社
、
年
月
不
明
（
奥
付
な
し
）

中
国
語
雑
誌

『
氷
流
』
半
月
刊
、
北
平
氷
流
社
、
第
一
号
（
一
九
三
三
年
一
月
）
二
・
三
合

本
（
一
九
三
三
年
四
月
）、
五
・
六
合
本
（
一
九
三
三
年
五
月
）

『
文
學
雜
誌
』
創
刊
号
、
文
学
雑
誌
社
編
、
北
平
琉
璃
厰
・
西
北
書
局
、
第
一

号
（
一
九
三
三
年
四
月
）、
第
三
・
四
号
（
一
九
三
三
年
七
月
）

『
文
藝
月
報
』
創
刊
号
、
立
達
書
局
（
北
平
）
文
芸
月
報
社
、
一
九
三
三
年
六
月

『
老
總
短
篇
集
』「
駱
駝
文
學
叢
書
」
楊
慈
燈
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
二
年

『
河
流
的
底
層
』
王
秋
蛍
著
、
実
業
洋
行
出
版
部
、
一
九
四
二
年

『
青
年
』
林
房
雄
著
・
張
庸
吉
訳
、
太
平
所
局
（
上
海
）、
一
九
四
三
年

『
貝
殻
』
袁
犀
著
、
新
民
印
書
館
、
一
九
四
三
年

『
同
心
結
』
疑
遅
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年

『
魯
迅
集
』
趙
孟
原
編
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年

『
滿
洲
作
家
論
集
』
陳
因
編
、
実
業
印
書
館
、
一
九
四
三
年

『
野
葡
萄
』
趙
小
松
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
三
年

『
文
學
概
論
』
王
秋
蛍
著
、
実
業
印
書
館
、
一
九
四
三
年

『
落
英
集
』
楊
絮
著
、
開
明
図
書
公
司
、
一
九
四
三
年

『
牝
虎
』
拜
阔
夫
著
・
曲
舒
訳
、
新
京
書
店
、
一
九
四
三
年

『
諸
相
集
』
劉
漢
著
、
開
明
図
書
公
司
、
一
九
四
三
年

『
中
国
旧
小
説
選
』
王
秋
蛍
編
著
、
実
業
印
書
館
、
一
九
四
三
年

『
教
群
』
金
音
著
、
五
星
書
林
、
一
九
四
三
年

『
草
梗
集
』
辛
嘉
著
、
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
長
吟
集
』
外
文
著
、
興
亜
雑
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
子
學
概
論
』
李
松
伍
著
、
芸
文
書
房
、
一
九
四
四
年

『
櫻
園
』（
詩
集
）
杜
白
雨
著
、
興
亜
雜
誌
社
、
一
九
四
四
年

『
邊
城
集
』
石
軍
著
、
大
地
図
書
公
司
、
一
九
四
四
年

『
蘇
懿
貞
和
她
的
家
族
』（
小
説
集
）
新
民
印
書
館
（
北
京
）、
一
九
四
四
年

『
豊
年
』
山
丁
著
、
新
民
印
書
館
（
北
京
）、
一
九
四
四
年
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『
文
選
』
第
一
輯
、
文
溯
書
局
、
一
九
三
九
年
一
二
月

　
　
　

第
二
輯
、
文
選
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
一
〇
月

『
満
洲
国
語
』
満
語
版
一
～
八
、
満
洲
国
語
研
究
会
、
一
九
四
〇
年
七
月
～

一
九
四
一
年
三
月

『
読
書
人
』
趙
孟
原
編
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
七
月

『
文
学
人
』
趙
孟
原
編
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
八
月

『
文
最
』
文
選
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
一
一
月

『
作
風
』
作
風
刊
行
会
、
一
九
四
〇
年
一
一
月

『
小
説
家
』「
芸
文
志
別
輯
」
趙
孟
原
編
、
芸
文
誌
事
務
会
、
一
九
四
〇
年

一
二
月

『
學
藝
』
学
芸
刊
行
会
、
第
一
輯
、
一
九
四
一
年
二
月
、
第
二
輯
、
一
九
四
二
年

一
月

『
国
民
画
報
』
半
月
刊
、
満
洲
社
、
一
九
四
一
年
五
、
九
、
一
〇
月
、
一
九
四

二
年
二
月

『
電
影
画
報
』
満
洲
雑
誌
社
、
一
九
四
一
年
一
〇
～
一
二
月
、
一
九
四
二
年

一
、
三
、
四
、
六
～
一
二
月
、
一
九
四
三
年
一
、
三
、
四
～
六
、
八
月

『
満
洲
文
藝
』
呉
玉
英
編
、
図
書
株
式
会
社
、
一
九
四
二
年
二
月

『
国
立
華
北
編
訳
館
館
刊
』
国
立
華
北
編
訳
館
、
一
九
四
二
年
一
〇
月
（
創
刊

号
）
～
一
二
月
号
、
一
九
四
三
年
一
～
一
二
月
号

『
民
生
』
旬
報
、
民
生
報
社
出
版
局
、
第
一
巻
一
〇
～
一
二
（
一
九
四
三
）

号
、
第
二
巻
一
～
七
、
九
、
一
九
～
三
一
号

『
斯
民
』
斯
民
社
、
一
九
三
四
年
九
月

『
興
満
文
化
月
報
』（
奉
天
）、
一
九
三
六
年
七
、
八
月
、
一
九
三
八
年
六
、
七

月
、
第
六
巻
第
一
期
、
興
満
文
化
月
報
社
、
一
九
四
〇
年
一
月

『
明
明
』
月
刊
滿
洲
社
、
一
九
三
七
年
四
、
五
、
七
、
八
、
一
二
月
号
、
一
九

三
八
年
一
、
三
～
五
、
七
～
九
月
号

『
満
洲
青
年
』
第
一
号
、
文
教
部
禮
教
司
編
、
一
九
三
七
年
五
月

『
新
青
年
』
第
六
四
号　

新
青
年
社
、
一
九
三
七
年
一
〇
月

『
滿
洲
映
画
』
満
洲
映
画
発
行
所
、
一
九
三
八
年
一
〇
～
一
二
月
、
一
九
三
九

年
一
、
二
、
七
、
八
月
、
一
九
四
〇
年
一
一
月
、
一
九
四
一
年
一
、
二
月

『
興
亜
』
興
亜
社
、
一
九
三
九
年
三
月
、
一
九
四
一
年
五
、
八
、
一
〇
、
一
一

月
、
一
九
四
二
年
一
一
・
一
二
月
合
本
、
一
九
四
三
年
一
、
二
、
五
、

八
、
一
一
、
一
二
月
、
一
九
四
四
年
三
、
八
～
一
二
月

『
藝
文
志
』
第
一
輯
、
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
九
年
六
月

　
　
　
　

第
二
輯
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
三
九
年
一
二
月

　
　
　
　

第
三
輯
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
六
月

『
新
滿
洲
』
滿
洲
図
書
株
式
会
社
、
一
九
三
九
年
六
月
、
一
九
四
〇
年
九
、
一

二
月
、
一
九
四
一
年
三
、
六
、
八
月
、
一
九
四
二
年
一
、
二
、
四
、
一
二

月
、
一
九
四
三
年
一
、
二
、
五
、
七
～
一
二
月
、
一
九
四
四
年
一
～
五
、

七
、
九
月
、
一
九
四
五
年
一
月

『
滿
洲
新
文
化
月
報
』
満
洲
新
文
化
月
報
社
（
奉
天
）、
一
九
三
九
年
七
、
八
月

『
宣
撫
月
報
』
第
四
巻
第
九
期
、
一
九
三
九
年
一
〇
月
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『
新
潮
』
満
洲
経
済
社
、
一
九
四
三
年
七
月
、
一
九
四
四
年
一
〇
月

『
青
年
文
化
』
満
洲
青
少
年
文
化
社
、
一
九
四
三
年
八
月
（
創
刊
号
）
～
一
二

月
、
一
九
四
四
年
一
～
六
月
、
一
九
四
五
年
一
・
二
月
合
併
号
（
終
刊
号
）

『
放
送
文
化
』
満
洲
放
送
出
版
社
、
一
九
四
三
年
一
〇
～
一
一
月

『
藝
文
志
』
満
洲
芸
文
聯
盟
・
芸
文
書
房
、
創
刊
号
（
一
九
四
三
年
一
一
月
）
～

一
二
月
号
（
一
九
四
四
年
一
〇
月
）

『
書
影
』
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
、
一
九
四
四
年
五
月
（
創
刊
号
）、
六
月
号

『
日
本
研
究
』（
北
京
）
一
九
四
四
年
七
、
九
～
一
二
月
号

『
文
友
』
文
友
社
、
一
九
四
五
年
一
～
六
月
号

『
東
北
文
學
』
創
刊
号
、
東
北
文
學
編
輯
部
編
、
国
民
図
書
公
司
、
一
九
四
六

年
一
月

『
東
北
文
藝
』（
古
丁
編
）
創
刊
号
、「
東
北
文
芸
」
編
集
委
員
会
、
東
北
書

店
、
一
九
四
六
年
一
二
月

『
東
北
文
藝
』
創
刊
号
、
蔡
天
心
主
編
、
東
北
新
華
書
店
、
一
九
五
〇
年
二
月
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生
（
外
文
）
流
浪
者
的
心
（
楊
葉
）
古
城
之
秋
（
唏
哀
）　

閑
話
文
壇
（
壇
外

人
）　

投
稿
簡
章 

本
社
啟
事 

誤
譯
二
三 

編
輯
後
記

小
説
：
提
琴
（
古
丁
）
老
張
（
滕
更
）　

北
荒
（
疑
遅
）

第
一
巻
第
三
期
（
一
九
三
七
年
五
月
）

表
紙
（
山
越
音
）　

廟
會
的
印
象　

明
明
画
報
：
入
江
た
か
子　

廟
會
素
描 

白
雪
映
紅
櫻

卷
頭
言　

奉
讀
回
鑾
訓
民
詔
書
之
感
想
（
奉
天
省
長
葆
康
）
民
謡
曲
小
牧

牛　

我
国
家
族
制
度
與
現
代
社
会
（
趙
馨
葆
）　

一
行
博
士

詩
：
海
底
夢
（
垠
）
夜
曲
（
小
松
）　

閑
話
文
壇
（
史
之
子
）

小
説
：
皮
箱
（
古
丁
）　

談
清
詩
人
黄
景
仁
（
痕
沙
）

学
生
習
作
：
電
影
漫
談
（
振
趾
）　

悲
哀
心
曲
裏
的
微
笑
─
関
於
女
子
職
業
不

平
鳴
（
曼
曼
）　

わ
が
一
生
（
我
的
一
生　

朱
雲
）　

女
教
員
之
苦
衷
（
耀

崑
）　

主
婦
之
智
識　
　

日
語
滿
語
講
座　

萬
事
不
求
人　

銀
星
新
劇
研
究
社

の
処
女
公
演
を
記
す
（
記
銀
星
新
劇
研
究
社
的
処
女
公
演　

史
之
子
）　

銀
星

劇
社
の
公
演
を
検
討
す
る
（
検
討
銀
星
劇
社
底
公
演　

Ｄ
・
Ｑ
＋
孝
直
）　

漫

画　

ム
ッ
ソ
リ
ー
ニ
そ
の
人
（
莫
索
里
尼
的
爲
人　

Ｈ
・
哈
密
爾
頓
著
）　

随

筆
通
勤
「
八
四
」（
東
）　

詩
・
春
の
意
向
（
春
的
意
向　

音
口
＋
宏
）

投
稿
簡
章　

掌
篇
小
説
・
三
表
嫂
（
硯
田
）　

家
庭
内
常
備
薬
と
常
備
品
（
家

庭
常
備
薬
和
常
備
品
）　

干
支
判
断　

山
丁
花
（
疑
遅
）　

酔
言
集
（
哈
哈
）

附
録
資
料
編
②　

雑
誌
の
目
次

『
明
明
』（
月
刊
滿
洲
社
）

第
一
巻
第
二
期
（
一
九
三
七
年
四
月
）

表
紙
（
郷
土
玩
具　

山
越
音
）
明
明
画
報
：
天
才
的
な
舞
姫
崔
承
喜
（
天
才

的
舞
姬
崔
承
喜
）
同
聲
同
氣
一
德
一
心
美
術
雕
刻
解
說　

民
謡
曲
高
山
流
水　

卷
頭
言　

我
滿
洲
國
之
政
治
動
向
（
國
務
院
總
務
廳
長
星
野
直
樹
）　

張
總
理

の
私
生
活
（「
張
総
理
的
私
生
活
」
國
務
院
秘
書
官
松
本
益
雄
）

我
聞
如
此
：
無
線
電
聴
取
者
激
増　

一
大
人
造
湖
の
出
現
（
一
大
人
造
湖
出

現
）　

小
人
病
の
発
見
と
予
防
法
（
発
見
小
人
病
的
予
防
法
）　

脱
走
蘇
聯
人

之
實
話
（
平
亮
）

新
人
物
題
名　

讀
書
之
声
：
モ
ダ
ン
日
本
語
解
説
（
摩
登
日
語
解
説
）　

質
疑

応
答　

人
類
の
祖
先
は
何
か
（
人
類
的
祖
先
是
甚
麼　

鳥
居
龍
藏
）　

動
物
界

之
神
秘
（
寺
田
文
次
郎
）　

春
之
漫
画　

民
謡
漫
畫　

一
行
博
士　

滑
稽
問

答　

可
怕
的
狂
犬
病
（
内
野
捨
一
）　

家
庭
衛
生
救
急
医
療
法　

主
婦
的
智

識　

評
陶
明
濬
教
授
著　

紅
楼
夢
別
本
（
徐
匆
古
丁
）　

皮
黄
劇
的
由
來
（
任

之
）　

銀
幕
上
的
両
位
奇
侠
（
張
孝
直
）　

懸
賞
徴
文

詩
：
春
之
晨
・
黒
夜
（
百
霊
）
夜
遊
（
？
田
）
煙
巻
頭
底
悲
哀
（
外
文
）
平
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的
一
頁
（
素
人
）
一
個
黒
道
日
子
（
光
）　

暗
（
古
丁
）　
「
夕
刊
的
消
息
」

（
小
松
）
老
師
的
威
風
（
田
兵
）　

江
風
（
疑
遅
）　

雨
夜
（
徐
萩
）
請
老
師

（
雲
影
）
現
段
階
文
芸
一
課
題
（
摩
西
）
論
文
壇
的
性
格
（
史
之
子
）　

連
載

漫
画
（
佐
久
間
晃
）
笑
話
（
疑
吾
・
繍
水
）
時
勢
漫
画　

投
稿
簡
章　

編
集

雑
記　

特
別
徴
文
滿
洲
新
文
学
的
踪
跡
（
秋
蛍
）　

第
二
巻
第
三
期
（
一
九
三
七
年
一
二
月
）
日
本
文
学
特
輯
号

明
明
画
報

日
本
文
学
紹
介
特
輯　

温
泉
旅
館
（
吉
田
絃
二
郎
著
・
徐
萩
）
悲
哀
的
玩
具

（
石
川
啄
木
著
・
古
丁
）
山
狗
（
張
赫
宙
著
・
陳
夷
夫
）
近
代
日
本
詩
選
訳

（
西
條
八
十
著
・
百
霊
）
霧
雨
（
今
井
達
夫
著
・
文
泉
）　

関
於
日
本
文
壇

（
矢
崎
弾
著
・
之
子
）
東
遊
印
象
記
（
趙
夢
園
）
映
画
協
会
在
製
作
着
什
麼

（
亀
谷
利
一
著
・
刀
）
映
画
協
会
女
星
座
談
会
（
記
者
）
関
於
心
的
演
出
（
島

津
保
次
郎
著
・
幾
何
）
小
説
：
月
亮
雖
然
落
了
（
疑
遅
）

第
二
巻
第
四
期
（
一
九
三
八
年
一
月
）

明
明
画
報

迎
康
徳
五
年
之
辞
（
城
島
舟
礼
）：
新
年
感
想
（
呂
栄
寰
）
希
望
（
柴
野
少

佐
）
未
來
之
滿
洲
新
興
文
藝
（
陳
邦
直
）
夢
和
現
実
（
莫
伽
）
我
對
於
明
年

編
輯
後
記

第
一
巻
第
五
期
（
一
九
三
七
年
七
月
）

封
面
（
山
越
音
）
扉
繪
畫
（
池
邊
青
李
）
明
明
画
報　

日
本
青
年
宰
相
近
衛

公　

我
国
家
族
制
度
與
現
代
社
会
（
趙
馨
蓀
）
人
工
営
養
法
（
尹
紅
緑
）
妻

是
職
業
嗎
（
伊
長
和
）　

白
話
と
文
言
（
白
話
與
文
言　

約
翰
・
李
非
白
）
郷

土
文
芸
と
山
丁
花
（
鄉
土
文
藝
與
山
丁
花　

山
丁
）
旧
劇
漫
談
（
漫
談
旧

劇　

雨
耕
）
映
画
短
評
（
短
評
電
影
・
十
字
街
頭　

柳
浪
）　

大
作
家
隨
話

（
史
之
子
）　

漫
畫
（
佐
久
間
晃
）
文
藝
消
息
（
刀
輯
）
新
作
笑
話
（
繍
水
）

学
生
習
作
：
校
長
（
石
青
）
春
日
遊
龍
首
（
育
華
）
簡
易
汽
水
製
造
法　

草

帽
復
活
法　

洋
墨
水
消
減
法　

中
国
新
興
文
學
展
望
（
屈
珍
）

詩
：
ゲ
レ
ム
と
ア
ラ
ン
（
哥
莱
穆
與
阿
蘭　

素
人
訳
）
平
凡
な
人
（
平
凡
的

人　

里
雁
）
雨
天
（
音
宏
）

小
説
：
Ｔ
村
の
年
末
（
Ｔ
村
的
年
暮　

田
兵
）
翻
譯
小
説
失
火
之
家
（
孟

原
）
小
説
皮
鞋
（
苦
土
）
聾
子
（
頤
）
小
説　

雁
南
飛
（
疑
遅
）
小
巷
（
古

丁
）　

編
輯
雜
記　

投
稿
簡
約

第
一
巻
第
六
期
（
一
九
三
七
年
八
月
、
文
芸
雑
誌
に
切
り
替
わ
る
）

封
面
（
木
刻 

筏
）
詩　

家
園
（
魯
棣
）
山
婆
（
煉
子
）
夜
巷
（
森
叢
）
痛
苦
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第
三
巻
第
二
期
（
一
九
三
八
年
四
月
）

封
面
（
高
夢
幻
）
畫
刊
（
攝
影　

訥
林
生
）
翻
譯
小
說
：
支
那
狗
（
傑
克
倫

敦
光
友
）
埃
及
之
夜
（
普
希
金
・
滕
更
）
長
詩
：
麥
穗
下
（
苦
土
）
收
穫

（
森
舒
朗
）
海
燕 

曲
（
戈
里
基
・
Ｓ
訳
）
山
東
窩
棚
巡
禮
（
訥
林
生
）

批
評
與
介
紹
：
賽
珍
珠
自
敘
傳
（
滴
岩
訳
）
巴
爾
扎
克
評
傳
（
莫
伽
訳
）
創

作
：
駝
背
嶺
（
石
軍
）
馬
（
巴
寧
）
編
輯
室
投
稿
簡
章

第
三
巻
第
三
期
（
一
九
三
八
年
五
月
）

封
面
（
高
夢
幻
）
插
圖
（
皮
加
索
）
關
東
州
市
民
精
神
振
興
周
間
講
演
詞

（
韓
雲
階
大
臣
）
散
文
與
詩
：
冬
天
的
春
天
（
百
靈
）
假
寐
（
古
丁
）
後
行
吟

（
白
蓬
）
高 

尚
的
兇
獰
（
夜
斧
）
寄
姊
妹
（
小
門
）
生
的
憧
憬
（
治
宇
）
遼

尚
書
孟
有
孚
墓
誌
（
羅
繼
祖
）
病
（
二
舍
）
捨
得
的
日
記
（
石
青
）
燈
下
隨

筆
（
汪
靈
波
）
三
昧
篇
（
古
丁
）
關
於
私
語
（
丁 

奉
）
草
中
（
橫
光
利
一
・

徐
荻
訳
）
靜
安
寺
碑
文
（
橫
光
利
一
・
木
風
訳
）
父
親
（
放
送
劇　

百
靈
）

歧
（
苦
土
）
戈
里
基
的
文
學
論
（
莫
伽
）
母
與
女
（
袁
犀
）
風
雨
（
石
軍
）

『
潯
陽
琵
琶
』（
趙
秋
谷
）
編
輯
室
投
稿
簡
章

的
夢
想
（
楊
白
蓬
）
説
夢
以
及
唾
痰
（
史
之
子
）
夢
想
一
九
三
八
年
（
夷

夫
）
一
九
三
八
年
（
百
霊
）
明
年
該
也
有
一
個
春
天
（
劉
郎
）
新
夢
（
Ｓ
Ｓ

生
）
我
對
於
明
年
的
夢
想
（
田
兵
）
想
到
明
年
（
石
軍
）
夢
想
一
九
三
八

（
瑛
子
）

狂
人
日
記
（
果
戈
理
著
・
古
丁
）
翔
児
的
墓
誌
（
信
風
）「
雷
雨
」
人
物
與
性

格
（
君
君
）「
明
明
」
編
者
言
（
毛
利
）
電
影
・
滿
映
及
其
他
（
冷
某
）　

文

学
的
自
叙
傳
（
林
芙
美
子
著
・
滕
更
）
旅
途
隨
紀
（
徐
匆
）
文
化
消
息
（
刀

輯
）
閑
話
文
壇
的
一
年
（
力
子
）
野
孩
子
的
正
月
（
蕭
牧
玲
）
編
輯
雑
記　

投

稿
簡
約

第
三
巻
第
一
期
（
一
九
三
八
年
三
月
）
一
周
年
記
念
号

封
面
（
高
夢
幻
）
畫
刊
（
荒
馬 

意
大
利
吉
里
果
）
城
島
文
庫
刊
行
辞
（
城
島

舟
礼
）

百
枚
長
編
：
原
野
（
古
丁
）
洪
流
的
陰
影
（
小
松
）
長
詩
：
鋳
剣
（
外
文
）　

野
店
（
百
霊
）
美
国
詩
人
桑
徳
堡
（
洪
光
友
）　

失
了
故
郷
的
人
（
稲
川
朝
二

路
）　

閑
話
索
倫
（
華
雄
）
電
影
圏
贅
語
（
Ｘ
Ｙ
Ｚ
）
阿
了
式
（
田
兵
）
冬
晨

（
普
希
金
著
・
劉
郎
）　

故
事
訳
叢
：
火
鶏
之
死
（
西
條
八
十
著
・
沙
西
）
一

個
奇
異
的
故
事
（M

. Zoschchenko

著
・
光
友
）
隣
三
人
（
袁
犀
）
我
底
文

学
修
養
（
戈
里
基
著
・
夷
夫
）
関
於
巴
爾
札
克
的
批
評
片
斷
（
莫
伽
輯
訳
）

関
於
國
劇
及
音
楽
─
節
録
放
送
原
稿
─
（
陳
英
三
）
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閥
思
想
之
與
社
會
（
非
斯
）
短
文
與
詩
：
偽
醫
（
古
丁
）
橋
上
（
白
蓬
）
孤

獨
者
（
辛
嘉
）
黃
昏
（
野
矢
）
金
少
山
與
根
岸
寬
一
（
衛 

道
）
金
少
山
和
看

金
少
山
的
人
們
（
小
松
）
二
十
年
（
獨
幕
劇
山
火
）
地
火
（
三
幕
劇　

君

頤
）
編
輯
室
投
稿
簡
約

一
九
三
八
年
九
月
（
第
三
巻
第
七
期
？　

表
記
な
し
）
実
質
の
終
刊
号

決
算
與
展
望
（
林
時
民
）

小
説
：
夜
語
（
小
松
）　

寧
波
船
（
励
行
健
）
未
來
（
巴
寧
）
香
火
（
王
則
）

托
爾
斯
泰
晩
年
悲
劇
的
真
因
（
布
魯
瓦
格
夫
著
・
石
郎
）

詩
二
首
：
還
郷
（
森
舒
朗
）
生
命
的
象
徴
（
朗
弗
婁
著
・
汪
霊
波
）

小
説
大
徴
稿　

評
文
：
評
『
花
月
集
』（
夷
夫
）『
風
雨
及
其
他
』（
顧
璘
）
閑

話
囲
碁
（
少
虬
）
関
於
囲
棋
天
才
家
呉
清
源
（
少
虬
）

随
筆
集
：
悼
念
（
黒
逝
）
風
雨
和
故
郷
（
劉
郎
）
七
月
三
篇
（
璇
玲
）
群
像

自
序
（
爵
青
）
暴
風
雨
自
序
（
石
軍
）
毎
月
文
評
（M

O
R

R
IS

）

封
面　

投
稿
簡
約　

編
餘
綴
談

第
三
巻
第
五
期
（
一
九
三
八
年
七
月
）

封
面
（
高
夢
幻
）
画
刊
（
梅
原
龍
三
郎
）
華
莱
斯
夫
人
（
Ｕ
．
辛
克
莱
著
・

黄
河
）
再
會
（
独
幕
劇　

柳
葉
）

散
文
：
荒
地
（
古
丁
）
旅
人
（
小
松
）
清
明
夜
（
藍
汀
）
下
班
（
春
風
）
尋

獲
（
汪
霊
波
）
雨
天
的
寂
寞
（
萍
孑
）
夜
潮
（
舒
錚
）

六
朝
門
閥
思
想
之
與
社
会
（
菲
斯
）
盲
人
日
記
（
微
音
）
雑
乱
的
一
封
信

（
林
時
民
）
我
們
的
進
行
曲
（
馬
亜
柯
夫
斯
基
著
・
光
友
）
夏
夜
（
戈
里
基

著
・
朝
雲
）
偽
装
的
「
建
設
批
評
家
」（
辛
嘉
）
爆
開
的
群
弾
（
鳥
人
）
関
於

城
島
文
庫
的
刊
行
（
爵
青
）「
熱
情
」
與
「
忍
耐
」（
顧
影
）
批
評
家
鋭
感

（
莫
伽
）A

m
ateur

文
人
（
山
火
）
関
於
城
島
文
庫
（
無
名
生
）
你
我
之
分

（
巴
寧
）
評
「
奮
飛
」（
夷
夫
）

創
作
：
十
天
（
袁
犀
）
一
個
奇
跡
（
励
行
健
）

編
集
室　

投
稿
簡
約

第
三
巻
第
六
期
（
一
九
三
八
年
八
月
）

表
紙
（
高
夢
幻
）
畫
刊
窗
（
小
林
德
三
郎
）
黃
昏
的
江
潮
（
石
軍
）
鄉
村
的

孩
子
（
陸
林
）
浪
淘
沙
（
夷
馳
）
普
希
金
評
傳
（
莫
伽
）
墨
書
（
古
丁
）
這

也
是
神
的
旨
意
嗎
？
（
汪
靈
波
）
留
學
日
本
三
年
記
略
（
遲
伯
昌
）
六
朝
門
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「
藝
文
志
」
考
（
非
斯
）

在
黒
暗
中
（
白
芷
）
我
的
歌
（
成
絃
）
再
生
集
（
金
音
）
冬
語
（
袁
犀
）
大

同
大
街
（
長
谷
川
濬
作
・
共
鳴
訳
）
松
江
紀
遊
（
辛
嘉
）
我
的
文
學
十
年

（
木
崎
龍
）
茱
儒
的
話
（
芥
川
龍
之
介
作
・
莫
迦
訳
）

創
作
：
郷
仇
（
夷
駞
）
麦
秋
（
石
軍
）
廢
墟
之
書
（
爵
青
）
馬
成
駿
（
老

穆
）
桃
色
輪
郭
（
励
行
建
）
編
輯
後
記
（
三
六
四
頁
）

第
三
輯
・
日
本
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
特
輯

（
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
六
月
一
五
日
、
四
二
五
頁
）

藝
文
志
同
人
群
像
及
像
讃
（
三
四
頁
）
日
本
紀
元
二
千
六
百
年
紀
念
特
輯
：

藝
文
賀
頌
（
榮
厚
）
奉
祝
二
千
六
百
年
（
沈
瑞
麟
）
日
本
文
學
的
特
性
（
大

内
隆
雄
）
日
本
文
學
的
語
言
性
格
（
杜
白
雨
）
日
本
与
唐
（
非
斯
）
関
於
明

治
大
正
的
二
名
作
（
木
崎
龍
）
古
事
記
選
訳
（
光
天
）
芭
蕉
俳
句
選
訳
（
百

霊
）
井
原
西
鶴
（
古
丁
訳
・
武
者
小
路
実
篤
作
）
海
彦
山
彦
（
外
文
訳
・
山

本
有
三
作
）
阿
部
一
族
（
莫
迦
訳
・
森
鴎
外
作
）
紀
元
二
千
六
百
年
紀
念
東

亜
操
瓢
者
懇
談
会
経
過
実
録
（
疑
遅　

二
四
四
頁
）

現
代
朝
鮮
文
學
論
（
共
鳴
訳
・
李
台
雨
作
）
和
蒼
虬
牽
牛
花
（
劉
思
格
）
奉

題
元
初
太
守
柳
榭
図
（
昨
非
）
牡
丹
園
雅
集
分
詠
得
花
字
（
少
虬
）
讀
長
文

襄
公
杜
少
陵
詞
感
賦
（
真
如
）
三
代
金
文
中
女
姓
釈
例
（
羅
福
頤
）
旅
窗
即

稿
（
辛
嘉
）
閑
話
北
京
（
少
虬
）
半
生
之
記
（
北
村
謙
次
郎
）
我
的
語
録

『
藝
文
志
』（
藝
文
志
事
務
会
）

第
一
輯
（
月
刊
満
洲
社
、
一
九
三
九
年
六
月
一
八
日
、
二
一
六
頁
）

藝
文
志
序
（
城
島
舟
礼
）　

所
望
於
満
洲
文
學
者
（
岡
田
益
吉
）
金
石
叢
談

（
宝
熙
）「
藝
文
志
」
考
（
非
斯
）
盪
兒
歸
來
的
日
子
（
爵
青
）
一
夜
（
夏
目

漱
石
作
・
古
丁
訳
）
列
女
傳
（
王
則
）
窗
（
石
軍
）
施
忠
（
小
松
）
祈
禱

（
夷
駞
）
二
十
年
（
西
原
）
春
底
事
蹟
（
君
頤
）
成
吉
思
汗
（
長
編
史
詩　

百

霊
）
鄭
海
蔵
先
生
的
詩
（
少
虬
）
培
根
随
筆
四
則
（B

acon

作
・
辛
嘉
訳
）

未
完
成
的
文
學
自
叙
傳
（
大
内
隆
雄
）
再
生
集
（
金
音
）
風
雨
之
海
（
袁

犀
）
春
香
傳
（
張
赫
宙
作
・
外
文
訳
）
後
記
（
二
一
六
）
藝
文
志
事
務
会
規

程
（
壱
）

第
二
輯
（
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
三
九
年
一
二
月
一
七
日
、
三
六
七
頁
）

記
遊
詩
（
宝
熙
）
牽
牛
花
（
陳
蒼
虬
）
今
勇
斎
詩
抄
（
劉
恩
給
）
松
江
浪

（
劉
盛
源
）

平
沙
（
二
百
枚　

古
丁
）
蒲
公
英
（
百
枚　

小
松
）
變
（
詩　

外
文
）
成
吉

思
汗
（
史
詩　

百
霊
）

金
糸
籠
（
四
幕
劇　

君
頤
）
春
之
復
活
（
建
国
文
芸
一
等
当
選　

李
夢
周
）
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『
文
學
人
』

（「
讀
書
人
連
叢
」、
趙
孟
原
編
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
八
月
）

三
〇
〇
〇
藝
文
志
友
獲
得
啟
事
諸
論　

對
於
出
版
界
的
要
望　

創
作
經
驗　

我
怎
樣
寫
的
評
論
（
木
崎
龍
）
我
怎
樣
寫
的
「
鐵
檻
」（
小
松
）
隨
筆
談
（
辛

嘉
）
寸
劇　

巷
尾
（
辛
實
）
滿
洲
文
學
與
作
家
（
杜
白
雨
）
文
評
：
麥
不
死

（
古
丁
）　

浪
漫
主
義
與
寫
真
主
義
（
夷
夫
）

讀
書
人
論
壇
：
生
態
文
藝
芻
議
（
曹
夫
）
報
紙
的
文
藝
副
刊
（
蒲
柳
）
羅
振

玉
氏
的
著
作
（
夏
簡
）
菊
池
寬
先
生
來
滿
有
感
（
Ｍ
・
Ｍ
）
散
步
的
文
化
譜

（
孟
原
）
詩
的
通
信　

寄
外
文
（
小
松
）
覆
小
松
（
外
文
）
我
們
的
毒
舌
（
二

人
匿
名
對
談
互
錄
）
看
此
人　

Ａ
・
紀
德
（
爵
青
）

童
話
：
牧
羊
神
的
笛
子（
Ａ
・
法
朗
士
著
共
鳴
譯
）Conte

：
花
園（
古
丁
）　

十

三
天
國
（
其
光
）
褪
色
的
消
息
（
君
頤
）
答
問
桌
（
研
究
系
）
編
輯
後
記
（
莫
沙
）

『
小
説
家
』

（
藝
文
志
別
輯
、
趙
孟
原
編
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
一
二
月
）

部
落
民
（
小
松
）
隱
疚
（
石
軍
）
江
上
之
秋
（
田
兵
）
塞
上
行
（
疑
遲
）
某

城
某
夜
（
沫
南
）
新
傳
說
（
爵
青
）
輯
後
（
爵
青
）

（
莫
迦
）
半
生
雑
詠
（
詩　

外
文
）
漂
流
曲
（
詩　

刁
陵
）
馬
家
溝
（
共
鳴

訳
・
竹
内
正
一
作
）

創
作
・
戯
曲
：
麦
（
二
百
枚　

爵
青
）
鉄
檻
（
百
枚　

小
松
）
窪
地
（
石

軍
）
回
帰
線
（
疑
遅
）
金
泰
棧
（
杜
白
雨
）
漠
寒
（
独
幕　

君
頤
）
春
秋

（
四
幕　

辛
実
）
編
輯
後
記
（
四
二
三
）

『
讀
書
人
』

（「
讀
書
人
連
叢
」、
趙
孟
原
編
、
芸
文
志
事
務
会
、
一
九
四
〇
年
七
月
）

（
廣
告
）
徵
集
藝
文
志
友
啟
事　

讀
書
人
連
叢
刊
行
辭　

conte

：
鄉
景
（
疑

遲
）
山
民
（
爵
青
）
鯉
魚
（
田
村
泰
次
郎
著
・
共
鳴
訳
）
村
山
知
義
如
是
說

（
古
丁
・
爵
青
記
）

童
話
藝
術
家
羅
傑
的
馬
（
法
朗
士
著
・
共
鳴
訳
）
冷
語
錄　

無
味
（
Ｄ
・

Ｑ
）
孔
雀
和
烏
鴉
（
Ｍ
・
Ｍ
）
不
語
和
有
言
（
Ｙ
・
Ｃ
）
熱
情
的
喪
失
時
代

（
節
訳
）
理
論
和
作
品
（
節
訳
）
都
市
風
景
線
（
Ｋ
・
Ｔ
）
虎
和
狗
（
Ｙ
・
Ｌ
）

文
評
：
關
於
古
丁
（
辛
嘉
）　

讀
「
鐵
檻
」（
古
丁
）　

讀
「
麥
」
寸
感
（
辛
嘉
）

哲
學
雜
談
（
杜
白
雨
）
詩
劇
：
役
鬼
者
（
外
文
）　

拜
闊
夫
先
生
會
見
記
（
疑
遲
）

某
書
生
的
日
記
（
小
松
）
幾
種
錯
覺
（
史
之
子
）
我
最
初
讀
杜
斯
退
伊
夫
斯

基
的
時
候
（
荻
原
朔
太
郎
著
・
爵
青
訳
）
我
們
的
毒
舌
（
二
人
匿
名
對
談
互

錄
）
看
此
人　

詩
人
桑
德
堡
（
小
松
）
散
步
的
文
化
譜
（
研
究
系
）
答
問
桌

（
研
究
系
）
編
輯
後
記
（
莫
沙
）
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輯
後
記
（
編
集
後
記
）
藝
文
志
賞
制
定
發
表
（
芸
文
志
賞
制
定
発
表
）

第
一
巻
第
二
期
（
一
九
四
三
年
一
二
月
、
二
五
〇
頁
）

論
中
國
文
藝
復
興
（
中
國
文
芸
復
興
を
論
ず
、
沐
華
）
蒙
疆
的
文
藝
界
（
蒙

疆
の
文
芸
界
、
田
牛
）
聖
戰
二
週
年
頌
歌
（
聖
戦
二
週
年
頌
歌
、
金
音
）
殲

敵
語
（
田
兵
）
永
恆
的
心
銘
（
永
遠
の
銘
記
、
疑
遲
）
榮
光
（
栄
光
、
爵

青
）
紫
丁
香
（
李
喬
）（
劇
本
・
腳
本
）

隨
筆
（
隨
筆
）・
散
文
（
散
文
）：
我
的
書
齋
（
私
の
書
斎
、
大
內
隆
雄
）
我
與
書

（
私
と
本
、
金
音
）我
與
詩（
私
と
詩
、
冷
歌
）消
息（
藍
苓
）（
藍
苓
）
秋
日
小
記

（
氷
壷
）
芋
粥
（
芥
川
龍
之
介
著
・
莫
伽
訳
）
高
瀨
舟
（
森
鴎
外
著
・
海
邨
訳
）

詩
（
詩
）：
東
行
草
（
呉
郎
）
北
邊
（
北
辺
、
松
）
夢
的
沙
漠
（
夢
の
砂
漠
、

但
娣
）
陽
光
和
少
女
（
陽
光
と
少
女
、
田
瑯
）
尋
榻
記
（
ベ
ッ
ド
探
し
物
語
、

勵
行
健
）
我
（
私
、劉
漢
）
藝
文
通
訊
（
芸
文
通
信
）
編
輯
後
記
（
編
集
後
記
）

第
一
巻
第
三
期
（
一
九
四
四
年
一
月
、
二
二
七
頁
）

全
國
決
戰
藝
文
家
大
會
記
事
錄
（
全
國
決
戦
文
芸
家
大
會
記
事
録
）
一
年
來

的
文
學
界
（
一
年
來
の
文
學
界
、
呉
郎
）
一
年
來
的
放
送
界
（
一
年
來
の
放

送
界
・
姚
遠
）
座
談 

會
怎
樣
寫
滿
洲
？
（
座
談
會
ど
の
よ
う
に
満
洲
を
書
く

か
？
）
隨
筆
特
輯
（
隨
筆
特
輯
）：
詩
的
活
用
（
詩
の
活
用
、
冷
歌
）　

仁
、

『
藝
文
志
』（
芸
文
書
房
）

第
一
巻
第
一
期
（
創
刊
号
、
一
九
四
三
年
一
一
月
、
二
七
二
頁
）

藝
文
誌
發
刊
祝
詞
（
市
川
弘
報
處
長
）
文
學
的
提
攜
（
小
林
秀
雄
）
文
學
與

文
化
（
天
穆
）
現
代
德
國
文
學
（
現
代
ド
イ
ツ
文
学
、
艾
凱
德
）

滿
洲
演
劇
隨
想
（
満
洲
演
劇
隨
想
、
吳
郎
）
生
產
文
學
啊
，
繁
盛
吧
（
生
産

文
學
よ
、
繁
盛
せ
よ
、
山
田
清
三
郎
）

書
籍
與
裝
幀
（
書
籍
と
裝
丁
、
顧
玲
子
）
論
滿
洲
的
插
圖
（
満
洲
の
挿
絵
に

つ
い
て
、
大
超
）
大
東
亞
文
學
者
大
會
特
輯
（
大
東
亜
文
學
者
大
會
特
輯
、

本
刊
記
者
）
藝
文
通
訊
・
從
文
談
（
芸
文
通
信
・
従
文
談
）
我
與
小
說
（
私

と
小
説
、
石
軍
）
我
與
小
說
（
私
と
小
説
、
田
兵
）
我
與
小
說
（
私
と
小

説
、
也
麗
）
我
怎
樣
寫
的
《
頹
園
》（
呉
瑛
）
怎
樣
寫
的
《
北
歸
》（
ど
の
よ

う
に
「
北
帰
」
を
書
い
た
の
か
、
小
松
）

想
念
靈
非
（
霊
非
を
偲
ぶ
、
金
音
）
關
於
文
學
的
滋
味
（
文
學
に
つ
い
て
の

感
想
、
大
內
隆
雄
）
詩
集
（
詩
集
）：
吉
林
詩
草
（
吉
林
詩
草
、
金
音
）
秋
外

一
章
（
秋
外
一
章
、
冷
歌
）《
綠
色
的
谷
》
給
我
的
印
象
（「
緑
な
す
谷
」
か

ら
受
け
た
印
象
、
勵
行
健
）
四
百
字
小
說
介
紹
（
四
百
字
小
説
紹
介
、
牧

之
）（
三
篇
）
地
獄
變
相
（
地
獄
変
相
、
芥
川
龍
之
介
著
・
爵
青
訳
）
創
作 

寒
流
（
疑
遲
）
魏
某
的
淨
罪
（
魏
某
の
浄
罪
、
爵
青
）
鄰
人
語
（
小
松
）
編
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第
一
巻
第
五
期
（
一
九
四
四
年
三
月
、
一
九
一
頁
）

卷
首
：
言
公
《
新
人
創
作
》　

審
查
當
選
發
表
《
藝
文
賞
》
候
補
作
品
募
集

思
無
邪
：
注
音
的
問
題
（
注
音
の
問
題
、
丁
）
„
讀
＂
的
文
學
（「
読
」
の
文

學
、
金
）
„
讀
什
麼
＂
和
„
寫
什
麼
＂（
何
を
読
む
か
と
何
を
書
く
か
）
和
文

壇
二
題
（
文
壇
二
題
、
飛
）
用
漢
文
寫
（
漢
文
で
書
く
、
丁
）
多
病
的
新
人

（
多
病
の
新
人
、
凡
）

四
幕
劇 

遙
遠
的
風
沙
（
遙
か
な
る
風
砂
、
辛
實
）
滿
洲
的
傳
統
與
滿
洲
文
學

（
満
洲
の
伝
統
と
満
洲
文
学
、
吳
郎
）
說
賦
（
賦
に
つ
い
て
、
栄
秀
）
詩
帖 

炭
火
（
張
文
華
）
遊
園
（
金
音
）
翻
譯
論
（
翻
訳
論
）：
寫
在
翻
譯
論
之
前

（
論
訳
論
の
前
に
、
大
內
隆
雄
）
翻
譯
與
文
化
（
翻
訳
と
文
化
、
姜
學
潛
）
間

接
翻
譯
論
（
間
接
翻
訳
論
、
穆
儒
丐
）　

滿
洲
譯
事
瞻
顧
論
（
満
洲
翻
訳
事
の

回
顧
、
何
靄
人
）
學
習
外
國
文
的
苦
心
談
（
遲
鏡
誠
）
翻
譯
與
語
學
者
的
育
成

（
寺
田
喜
多
郎
）
外
來
語
翻
譯
問
題
之
檢
討
（
李
牧
之
）　

從
翻
譯
談
到
百
科
辭

典
（
流
潮
）
給
我
幫
助
最
大
的
幾
部
辭
典
（
李
君
猛
）　

譯
全
集
的
問
題
（
莫

伽
）
六
號
版
：
文
心
（
文
藝
寸
評
、
史
之
）　

七
件
事
（
生
活
寸
評
、
十
口
）
北

辰
（
文
藝
問
答
、
夏
川
等
）
書
香
（
書
評
、
朱
非
等
）
小
說
：
易
占
慶
（
黃
流
）

第
一
巻
第
六
期
（
一
九
四
四
年
六
月
、
二
〇
四
頁
）

卷
首
：
言
公　

思
無
邪　

滿
洲
地
，
太
也
滿
洲
地
（
曼
）《
大
漢
和
詞
典
》
的

惻
隱
之
心
（
仁
、
惻
隠
の
心
、
天
穆
）
東
行
隨
抄
兩
則
（
東 

行
隨
抄
二
篇
、

吳
郎
）
隨
想
錄
（
白
樺
）
於
天
的
悲
哀
（
于
天
の
悲
哀
、
莫
伽
）
靜
靜
的
暖
流

（
靜
か
な
る
暖
流
、
小
松
）
新
土
（
新
土
、
也
麗
）
毛
衣
的
故
事
（
セ
ー
タ
ー

の
物
語
、
冰
壺
）
空
馬
車
及
其
他
（
空
馬
車
及
び
そ
の
他
、
田
瑯
）
我
和
水
塔

（
私
と
水
塔
、
田
嬛
）
詩
（
詩
）：
浸
在
憤
怒
裡
（
憤
り
に
浸
か
る
、
外
文
）
山

椒
大
夫
（
山
椒
太
夫
、
森
鴎
外
著
・
莫
伽
訳
）
創
作
（
創
作
）：
橋
（
石
軍
）

濫
民
（
吳
瑛
）
風
砂
的
黃
昏
（
風
砂
の
黃
昏
、田
嬛
）
編
輯
後
記
（
編
集
後
記
）

第
一
巻
第
四
期
（
一
九
四
四
年
二
月
、
二
二
〇
頁
）

思
無
邪
（
思
無
邪
）：
讀
書
的
生
活
化
（
読
書
の
生
活
化
）
生
產
文
學
衍
義

（
生
活
文
學
衍
義
）
關
於
兒
童
讀
物
（
児
童
読
み
物
に
つ
い
て
）《
上
海
書
》

（「
上
海
本
」）
中
心
文
體
的
探
求
（
中
心
文
體
の
探
求
）
母
親
（
母
親
）
白
闊

夫
（
バ
イ
コ
フ
／
劉
郎
譯
）
西
歐
的
知
性
的
破
滅
（
西
歐
の
知
性
の
破
滅
、

爵
青
）
文
心
（
文
心
）
出
版
志
（
出
版
誌
）
觚
不
觚　

北
辰　

新
文
藝
的
倫

理
─
隨
想
的
短
片
（
田
瑯
）

萬
葉
集
及
萬
葉
精
神
（
上
、
張
文
華
）
詩
：
中
年
（
成
絃
）
別
友
（
友
だ
ち

と
分
か
れ
る
、
丹
林
）
匡
廬
新
詩
（
匡
廬
新
詩
、
昨
非
）
短
篇
小
說
的
首
與

尾
（
短
編
小
説
の
首
と
尾
、
孟
原
）
說
歌
（
歌
に
つ
い
て
、
榮
秀
）（
栄
秀
）

新
生
（
二
百
枚
長
篇
）（
古
丁
）
小
大
由
之
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秀
爾
）
墓
銘
（
雷
秀
爾
）
言
公　

思
無
邪　

北
辰　

書
香　

詩
劇
大
地
的
女

兒
（
藍
苓
）　

„
大
東
亞
戰
爭
論
文
＂
徵
文
„
勤
勞
增
產
手
記
＂
募
集

第
一
巻
第
八
期
（
一
九
四
四
年
六
月
、
一
二
〇
頁
）

言
公
：
要
擊
滅
這
樣
的
文
藝　

滿
洲
文
學
的
誕
生
（
田
瑯
）
翻
譯
小
說
：
郵

政
局
長
（
泰
戈
爾
著
・
直
夫
訳
）
遺
尿
的
孩
子
（
上
林
曉
著
・
直
夫
訳
）

決
戰
下
日
本
小
說
界
的
動
向
（
寺
崎
浩
著
・
大
維
訳
）　

批
評
文
學
的
樹
立

（
古
谷
綱
武
著
・
雪
巖
訳
）
關
於
最
近
的
日
本
文
學
（
大
內
隆
雄
・
滿
文
執

筆
）
萬
葉
集
及
萬
葉
精
神
・
下
（
張
文
華
）
創
作
：
敵
愾
與
童
心
（
疑
遲
）

礦
山
旅
館
（
小
松
）
詩
：
豐
滿
大
堰
河
（
草
野
心
平
著
・
直
夫
訳
）
思
無
邪

（
古
丁
）　

文
心　

東
北
辰
法
彥　

書
香
（
古
）　

七
件
事
（
吉
）　

小
大
由
之

第
一
巻
第
九
期
（
一
九
四
四
年
七
月
、
一
二
〇
頁
）

言
公
：
期
待
新
人
和
新
文
的
出
現　

思
無
邪
：
西
南
地
區
文
藝
宣
報
隊
（
西

南
地
區
文
芸
宣
伝
隊
、
丁
）　

期
望
於
礦
工
文
藝
報
導
隊
（
鉱
夫
文
芸 

報
道

隊
に
期
す
、
方
）　

報
導
文
藝
的
提
倡
（
文
芸
報
道
の
提
唱
、
丁
）　

協
和
會

文
藝
賞
（
協
和
會
文
芸
賞
、
谷
）　

全
聯
印
象
記
（
全
聯
印
象
、
本
誌
記
者
）

特
輯　

西
南
紀
行
（
西
南
紀
行
）：
西
南
地
區
與
決
戰
藝
文
（
西
南
地
區
と
決

戦
芸
文
、
田
瑯
）　

西
南
雜
感
（
西
南
雑
感
、
古
丁
）
祝
福
熱
河
（
熱
河
を
祝

驚
異
（
兆
）
批
評
的
造
境
（
常
）
刻
書
的
倫
理
（
見
）
„
罵
人
＂
的
官
話

（
土
）
看
燈
檯
下
（
名
）
大
東
亞
文
學
的
構
想
（
井
上
司
朗
）
看
此
人　

崗
倉

天
心
（
汲
）
新
部
落
（
石
軍
）

新
人
創
作
當
選
作
品
：
孤
航
（
張
薔
）　

眷
戀
土
地
的
人
們
（
歐
陽
二
春
）　

還
鄉
（
陳
塵
）
雅
魯
河
畔
的
牧
者
（
曹
人
）

詩
歌
：
長
城
（
成
絃
）　

穆
儒
丐
先
生
（
翠
羽
）　

誰
是
誰
非　

北
辰
（
問

答
）　

小
大
由
之

第
一
巻
第
七
期
（
一
九
四
四
年
五
月
、
奏
凱
歌
而
後
已
特
輯
、
一
二
〇
頁
）

必
勝
吟
：
殲
滅
後
已
（
高
村
光
太
郎
著
・
古
丁
訳
）　

激
鬥
的
海
（
崗
本
潤
）　

國
民
總
意
之
歌
（
西
條
八
十
）
躍
起
、
青
年
亞
細
亞
（
江
口
隼
人
）　

守
護
太

平
洋
（
武
富
邦
茂
）　

古
賀
元
帥
薨
（
白
凌
）　

鷹
揚
吧
！
我
們
的
亞
細
亞

（
吳
郎
）　

民
防
衛
（
甘
川
）　

開
拓
村
（
春
明
）　

礦
山
行
（
小
松
）　

四
千
五

百
万
（
柳
自
興
）　

殺
死
它
！
鬼
畜
美
魔
（
李
迺
瓊
）　

吊
塞
般
的
婦
女
子

（
前
人
）
殺
敵
（
大
維
）

詩
人
評
傳
：
屈
原
（
夢
非
）
詩
作
：
國
土
頌
（
成
絃
）
過
渤
海
國
宮
殿
（
石

軍
）
遊
鏡
泊
湖
（
石
軍
）
松
花
江
（
冷
歌
）
東
亞
的
古
詩
源
（
張
文
華
）　

漢

詩
和
新
詩
的
韻
律
（
醉
僧
）
表
現
滿
洲
色
彩
的
歌
謠
（
趙
任
情
）
習
詩
管
見

（
成
絃
）
新
詩
的
吟
法
（
冷
歌
）
詩
話
（
田
瑯
）
德
國
戰
爭
詩
抄
（
徐
白
鹽

訳
）
劍
的
語
言
（
弗
列
克
斯
）
向
民
的
祈
禱
（
德
麥
爾
）
向
軍
旗
宣
誓
（
雷
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詩
訳
）：
宿
山
寺
（
山
寺
に
宿
す
、
項
斯
原
著
・
也
麗
訳
）　

望
（
凱
歌
第
二

部
、
疑
遅
）　

小
大
由
之

第
一
巻
第
一
一
期
（
一
九
四
四
年
九
月
、
一
二
〇
頁
）

言
公
：
文
事
之
決
戰
的
完
備　

談
小
說
（
爵
青
・
田
瑯
対
談
）　

關
於
„
嚶
鳴

會
＂（
萬
金
聲
）　

散
文
論
（
阿
藍
著
・
甘
川
訳
）

勤
勞
增
產
手
記
（
王
義
廷
）　

獨
幕
劇
大
地
的
呼
喚
（
李
喬
）
思
無
邪
（
古

丁
）　

北
辰
（
湯
明
）　

書
香
：《
虎
》
與
《
牡
虎
》（
胡
簡
）　

下
鄉
（
古
丁
）　

黑
狗
屯
的
故
事
（
張
薔
）　

明
（
凱
歌
第
三
部
、
疑
遲
）　

小

大
由
之

第
一
巻
第
一
二
期
（
一
九
四
四
年
一
〇
月
、
一
一
九
頁
）

言
公
：
以
筆
殺
敵
！　

思
無
邪
：
大
東
亞
人
傑
傳
（
古
丁
）　

壽
穆
六
田
大
哥

（
賀
嗣
章
）
杜
甫
的
精
神
（
夢
非
）　

萊
爾
修
的
戰
爭
詩
─
德
意
志
文
學
研
究

（
田
瑯
訳
述
）
書
齋
隨
筆
（
書
斎
隨
筆
、
大
內
隆
雄
）　

我
的
書
齋
（
私
の
書

斎
、
小
松
）　

我
的
書
齋
（
私
の
書
斎
、
非
斯
）
島
崎
藤
村
論
（
島
崎
藤
村

論
、
片
岡
良
一
著
・
甘
川
訳
）
座
談
會　

談
劇
（
劇
に
つ
い
て
、
吳
郎
・
李

喬
）　

勤
勞
增
產
手
記
（
艾
麗
娟
）　

更
生
（
田
嬛
）　

小
大
由
之

福
、
疑
遲
）　

見
聞
二
三
（
小
松
）　

西
南
踏
查
記
外
瑣
記
（
西
南
踏
査
記
ほ

か
雑
記
、
田
兵
）　

西
南
行
外
記
（
西
南
行
外
記
、
金
音
）
決
戰
下
野
台
劇
的

構
想
（
決
戦
下
屋
台
劇
の
構
想
、
李
喬
）
短
篇
：
黑
穗
病
（
黒
穂
病
、
雁

里
）　

手
（
朝
雲
）　

曙
（
凱
歌
第
一
部
、
疑
遲
）　

小
大
由
之

第
一
巻
第
一
〇
期
（
一
九
四
四
年
八
月
、
一
二
〇
頁
）

言
公
（
言
公
）：
再
廣
一
些
！
（
も
っ
と
拡
げ
よ
う
）
思
無
邪
（
思
無
邪
）　

第
三
次
大
東
亞
文
學
者
大
會
（
第
三
回
大
東
亜
文
學
者
大
會
、
谷
）　

望
遊
休

作
家
奮
起
（
遊
休
作
家
の
奮
起
を
望
む
、
世
）
北
辰
（
北
辰
）　

七
件
事
（
七

件
事
）
聖
焰
（
聖
焔
、
黃
曼
秋
）
關
於
第
七
回
滿
洲
國
美
術
展
覽
會
（
第
七

回
満
洲
國
美
術
展
覧
會
に
つ
い
て
、
瀋
瑞
麟
）

特
輯
（
特
輯
）　

兒
童
文
化
問
題
檢
討
（
児
童
文
化
問
題
検
討
）：
日
本
新
兒

童
文
化
的
諸
問
題
（
日
本
新
児
童
文
化
の
諸
問
題
、
平
澤
熏
）
德
意
志
兒
童

文
化
的
展
望
（
ド
イ
ツ
児
童
文
化
の
展
望
、
蘆
谷
瑞
世
）　

意
大
利
的
兒
童
文

化
（
イ
タ
リ
ア
の
児
童
文
化
、
原
田
謙
次
）　

滿
語
裡
的
兒
童
用
語
（
満
語
の

中
の
児
童
用
語
、
何
靄
人
）

最
近
的
滿
系
文
學
（
最
近
の
満
系
文
學
）
文
藝
時
評
（
文
芸
時
評
、大
內
隆
雄
）

論
散
文
固
有
的
方
法
（
散
文
固
有
の
方
法
を
論
じ
る
）（《
散
文
論
》
第
一

章
）
阿
藍
（
ア
ラ
ン
著
・
甘
川
訳
）
宮
本
武
藏
（
節
譯
）（
吉
川
英
治
著
、
古

丁
・
爵
青
訳
）
我
做
了
漁
民
（
私
は
漁
民
に
な
っ
た
、
外
文
）　

古
詩
譯
（
古
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一
九
四
五
年
？
月　
　
『
井
原
西
鶴
』
興
亜
雑
誌
社

著
作
年
表

一
九
三
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　

翻
訳
・
森
山
啓
著
『
新
詩
歌
作
法
』

五
月
一
五
日　

 

翻
訳
・
朴
能
著
「
你
们
不
是
日
本
人
，
是
兄
弟
」『
文
学

雑
誌
』
二
号

六
月　
　
　
　

 「
報
告
文
学
／
伝
単
文
学
／
牆
頭
小
說
─
普
羅
文
学
的
短

小
的
様
式
」『
科
学
新
聞
』
第
一
号

七
月　
　
　
　

 

翻
訳
・
古
川
荘
一
郎
著
「
在
芸
術
理
論
中
的
列
寧
主
義

的
闘
争
」『
氷
流
』
第
二
巻
第
一
期

　
　
　
　
　
　

 

詩
「
貴
重
な
経
験
─
天
津
恒
源
紗
厰
女
工
の
闘
い
」（
宝

貴
的
経
験
─
天
津
恒
源
紗
厰
工
人
的
闘
争
）『
氷
流
』
第

二
巻
第
一
期

　
　
　
　
　
　

 「
工
農
通
訊
員
與
同
路
人
作
家
─
左
翼
作
家
的
貯
水
池
」

『
科
学
新
聞
』
第
二
号

　
　
　
　
　
　

 「
組
織
活
動
與
創
作
活
動
的
辯
證
法
的
統
一
─
和
文
化
主

義
鬥
爭
」『
科
学
新
聞
』
第
三
号
、「
轟
」『
科
学
新
聞
』

第
四
号

八
月　
　
　
　

 

翻
訳
・
岩
藤
雪
夫
著
「
紙
幣
乾
燥
部
的
女
工
」『
文
学
雑

誌
』
三
・
四
合
併
号

附
録
資
料
編
③　

古
丁
作
品
一
覧

単
行
本

一
九
三
八
年　

五
月　
『
奮
飛
』（
短
編
小
説
集
）、
月
刊
満
洲
社

Ａ一
九
三
八
年　

七
月　
『
一
知
半
解
集
』（
エ
ッ
セ
イ
集
）、
月
刊
満
洲
社

Ｂ一
九
三
九
年
一
〇
月　
『
心
』（
翻
訳
）、
夏
目
漱
石
著
、
満
日
文
化
協
会

一
九
三
九
年
一
二
月　

 『
浮
沈
』（
散
文
詩
集
）、詩
歌
叢
刊
刊
行
会
・
満
日
文

化
協
会

Ｃ一
九
四
〇
年
一
一
月　
『
平
沙
』
満
日
文
化
協
会

一
九
四
一
年
一
二
月　
『
学
窓
と
社
会
』
芸
文
書
房

一
九
四
二
年　

四
月　
『
米
英
東
亜
侵
略
史
』
芸
文
書
房

一
九
四
二
年
一
一
月　
『
譚
』
芸
文
書
房

Ｄ一
九
四
三
年　

九
月　
『
竹
林
』
芸
文
書
房

Ｅ一
九
四
三
年
一
〇
月　
『
悲
し
き
玩
具
』
芸
文
書
房

一
九
四
五
年
一
月　
　
『
新
生
』
芸
文
書
房
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一
一
月　
　
　
　

翻
訳
「
魯
迅
著
書
解
題
」『
明
明
』
魯
迅
記
念
特
輯

一
二
月　
　
　
　

 

翻
訳
・
石
川
啄
木
著
「
悲
哀
的
玩
具
」（
一
九
四
三
年
単

行
本
）『
明
明
』
第
二
巻
第
三
期
、
翻
訳
・
矢
崎
弾
著

「
関
於
日
本
文
壇
」（
之
子
）『
明
明
』
第
二
巻
第
三
期

一
九
三
八
年

一
月　
　
　
　

 「
説
夢
以
及
唾
痰
」（
史
之
子
）
Ｂ
『
明
明
』
第
二
巻
第

四
期
、
翻
訳
・
ゴ
ー
ゴ
リ
著
「
狂
人
日
記
」『
明
明
』
第

二
巻
第
四
期

三
月　
　
　
　

 『
原
野
』
Ａ
『
明
明
』
第
三
巻
第
一
期
、
一
周
年
記
念
号

五
月　
　
　
　

 「
假
寐
」
Ｃ
・「
三
昧
篇
」『
明
明
』
第
三
巻
第
三
期

七
月
二
一
日　

 「
賢
良
篇
」『
大
同
報
』
の
「
爆
弾
評
論
」
欄

　
　
　
　
　
　
「
荒
地
」
Ｃ
『
明
明
』
第
三
巻
第
五
期

八
月　
　
　
　

 「
書
外
篇
」（
史
之
子
）『
明
明
』
第
三
巻
第
六
期
、「『
迷

途
的
羔
羊
』
門
外
評
」
Ｂ
『
滿
洲
映
画
』、「
墨
書
」

Ｃ
・「
偽
醫
」
Ｃ
『
明
明
』
第
三
巻
第
六
期
、「
悲
喜

篇
」・「
注
音
符
号
の
こ
と
」（
史
之
子
）『
月
刊
滿
洲
』

第
一
一
巻
第
八
号

一
九
三
九
年

一
月　
　
　
　

 
小
説
「
鏡
花
記
」
Ｅ
『
新
青
年
』、
脚
本
「
哈
哈
鏡
」
Ｅ

一
九
三
六
年

七
月　
　
　
　
「
玻
璃
葉
」（
初
出
不
明
）　

Ａ

一
九
三
七
年

二
月　
　
　
　

 「
光
の
な
い
世
界
」（
没
亮
世
界
）『
新
青
年
』
第
四
七
、

四
八
号
。　

Ａ
（「
莫
里
」
に
改
題
）

四
月　
　
　
　

 「
評
陶
明
濬
教
授
著
紅
楼
夢
別
本
」（
徐
匆
）
Ｂ
・「
提

琴
」『
明
明
』
第
一
巻
第
二
期

五
月　
　
　
　

 「
閑
話
文
壇
」
Ｂ
・「
記
銀
星
新
劇
研
究
社
的
処
女
公

演
」
Ｂ
・「
皮
箱
」
Ａ
『
明
明
』
第
一
巻
第
三
期
、「
春

晨
」「
笑
顔
」
Ｄ
（
初
出
不
明
）

七
月　
　
　
　

 「
小
巷
」
Ａ
『
明
明
』
第
一
巻
第
五
期
、「
大
作
家
隋

話
」
Ｂ
『
明
明
』
第
一
巻
第
五
期

八
月　
　
　
　

 「
暗
」
Ａ
・「
論
文
壇
的
性
格
」（
史
之
子
）
Ｂ
・「
一
知

半
解
抄
」
Ｂ
『
明
明
』
第
一
巻
第
六
期
、「
夜
語
」
Ｄ

（
初
出
不
明
）

九
月　

二
日　
「
日
本
対
華
的
真
意
」『
盛
京
時
報
』（
瀋
陽
）

一
〇
月　
　
　
　

 「
昼
夜
─
あ
る
詩
の
な
い
詩
人
の
日
記
」（
晝
夜
─
一
個

無
詩
的
詩
人
的
日
記
）
Ａ
『
新
青
年
』
第
六
四
号
、「
偶

感
偶
記
併
余
談
」
Ｂ
『
新
青
年
』
第
六
四
号
、「
稲
川
先

生
与
明
明
」
Ｂ
（
初
出
不
明
）
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一
一
月　
　
　
　

 

翻
訳
・
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
著
「
若
き
文
学
者
た
ち
へ
の
忠

告
（
對
於
青
年
文
學
者
的
忠
告
）」『
作
風
』

一
九
四
一
年

七
月　
　
　
　

 「
満
洲
文
芸
家
協
会
創
立
に
際
し
て
一
・
二
」『
満
洲
日

日
新
聞
』

一
〇
月　
　
　
　

 

ガ
ル
シ
ン
著
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ
プ
ス
（
阿

忒
萊
・
蒲
靈
蒲
）・「
夢
が
た
り
（
夢
談
）」・
モ
ー
パ
ッ

サ
ン
著
「
給
仕
、
も
う
一
杯
（
堂
倌
再
來
一
杯
）」『
訳

叢
』、「
全
聯
傍
聴
記
」『
満
洲
日
日
新
聞
』

一
九
四
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　

 「
建
国
十
年
頌
」『
建
国
十
年　

慶
祝
詞
華
集
』　

満
洲
文

芸
家
協
会
編
、
芸
文
社

一
月　
　
　
　

 「
沈
潜
と
胎
動
」『
大
同
報
・
文
学
週
刊
』（
一
四
日
、
長

春
）、「
雑
文
之
談
」『
盛
京
時
報
』（
一
、
八
、
一
四

日
）、「
文
学
和
電
影
」
Ｄ
『
電
影
画
報
』
新
年
号
、
翻

訳
・
ア
ラ
ン
著
「
少
年
英
雄
陶
而
第
」『
新
満
洲
』（
一
、

二
月
）、
詩
「
歓
喜
」『
大
同
報
』（
一
九
日
）

二
月　
　
　
　
「
日
本
文
学
の
撮
り
方
」『
藝
文
』（
芸
文
社
）

三
月　
　
　
　

 「
建
国
十
周
年
を
迎
へ
手
ハ
ガ
キ
回
答
」『
藝
文
』（
一
九

『
滿
洲
映
画
』

三
月　
　
　
　

小
説
「
盤
中
記
」
Ｅ
『
健
康
満
洲
』

六
月　
　
　
　

 「
一
夜
」『
藝
文
志
』
第
一
輯
、「
閑
談
」『
新
青
年
』
第

九
八
号

一
二
月　
　
　
　

 『
平
沙
』（
一
九
四
〇
年
単
行
本
へ
）『
藝
文
志
』
第
二

輯
、「
消
閒
雜
記
」『
文
選
』
第
一
輯

一
九
四
〇
年

二
月　
　
　
　

 「
東
京
散
記　

上
・
下
」「
東
京
散
記
・
日
本
の
農
民
」

『
朝
日
新
聞
』
二
六
、
二
七
日

三
月　
　
　
　
「
日
本
便
り
」『
満
洲
文
話
會
通
信
』

四
月　
　
　
　
「
満
洲
文
芸
通
信
」『
文
学
界
』
第
七
巻
第
四
号

五
月　
　
　
　
「
バ
イ
コ
フ
氏
の
啓
示
」『
満
洲
文
話
会
通
信
』

六
月　
　
　
　

 

翻
訳
「
井
原
西
鶴
」（
後
単
行
本
に
）『
藝
文
志
』
第
三
輯

　
　

一
五
日　

 「
人
間
的
結
合　

友
人
的
激
励　

満
・
日
系
文
化
人
の
提

携
に
関
し
て
」『
満
洲
文
話
会
通
信
』

七
月　
　
　
　

 「
幾
種
錯
覚
」（
史
之
子
）・「
讀
『
鐵
檻
』」・
爵
青
と
共

訳
「
村
山
知
義
如
是
説
」『
読
書
人
』

八
月　
　
　
　

 「
花
園
」
Ｅ
・「
麦
不
死
」『
文
学
人
』、「『
話
』
的
話
」

Ｄ
『
満
洲
国
語
』（
満
語
版
）
第
三
号

九
月　
　
　
　

 「『
話
』
の
話
」『
満
洲
国
語
』（
日
語
版
）
第
五
号
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（
二
～
五
日
）、「
北
辺
鎮
護
の
任
務
」『
文
芸
』

一
九
四
三
年

六
月　
　
　
　

 「
関
於
小
松
」『
満
洲
作
家
論
集
』（
陳
因
編
、
実
業
印
書
館
）

八
月　
　
　
　

 「
漫
記
」『
青
年
文
化
』、「
文
壇
堕
像
」『
盛
京
時
報
』

「
小
林
秀
雄
氏
を
囲
ん
で
」『
藝
文
』

九
月　
　
　
　

 「
誌
上
聚
談
」『
青
年
文
化
』、「
各
国
の
傑
作
登
載
共
同

発
表
機
関
誌
刊
行
」「
統
治
五
十
年
を
貫
く
」「
滿
洲
文

学
の
基
調
」『
文
学
報
国
』

一
〇
月　
　
　
　
「
大
東
亜
文
学
的
創
造
」『
青
年
文
化
』

一
一
月　
　
　
　

大
内
隆
雄
訳
「
文
学
者
の
決
戦
」『
満
洲
公
論
』
第
二
巻

一
九
四
四
年

二
月　
　
　
　

 「
新
生
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
四
号
、「
知
識
的
悲
劇
」

『
並
欣
集
』（
興
亜
雑
誌
社
）、「
思
無
邪
」
聯
盟
『
藝
文

志
』
第
五
期

四
月　
　
　
　

 「
決
戦
満
洲
文
化
的
方
向
」
大
内
隆
雄
と
対
談
『
青
年
文

化
』

五
月　
　
　
　

 

翻
訳
・
高
村
光
太
郎
著
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
聯
盟
『
藝

文
志
』
第
七
号

六
月　
　
　
　

 「
思
無
邪
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
八
号
、「『
藝
文
志
』
的

四
二
年
三
月
号
、
芸
文
社
）、「
第
一
建
國
か
ら
第
二
建

國
へ
」（
解
半
知
）『
藝
文
』
三
月
号

四
月　
　
　
　
「
古
丁
・
林
房
雄
対
談
」『
藝
文
』
第
一
巻
第
五
号

五
月　
　
　
　
「
満
系
随
筆
集
」『
満
洲
日
日
新
聞
』

六
月　
　
　
　
「
竹
林
」
Ｅ
『
麒
麟
』
六
月
号

八
月　
　
　
　
「
文
壇
堕
像
」『
盛
京
時
報
』

一
〇
月　
　
　
　
「
日
本
は
太
陽
」『
朝
日
新
聞
』（
二
八
日
）
夕
刊

一
一
月　
　
　
　

 「
百
戰
百
勝
於
此
事
見
一
般
」『
朝
日
新
聞
』（
三
日
）、

「
日
本
の
印
象
を
語
る
座
談
会
」『
朝
日
新
聞
』（
七
、
八

日
）、「
ア
ジ
ア
文
学
は
一
つ
」『
朝
日
新
聞
』（
一
五

日
）
夕
刊
、「
大
東
亜
文
学
者
大
会
的
収
穫
」『
満
洲
藝

文
通
信
』、「
同
軌
─
大
東
亜
文
学
者
列
車
」『
満
洲
日
日

新
聞
』（
四
日
）、「
大
東
亜
文
学
者
大
会
行
」『
満
洲
日

日
新
聞
』（
七
日
）、「
満
洲
文
学
に
就
い
て
の
走
り
書
き

上
・
下
」『
満
洲
日
日
新
聞
』（
一
〇
、
一
一
日
）、「
東
亜

文
学
者
大
会
を
終
え
て
」『
満
洲
日
日
新
聞
』（
一
〇

日
）、「
作
品
主
義
の
効
果
─
満
洲
文
学
に
就
い
て
の
走

り
書
き
」『
朝
日
新
聞
』
中
鮮
版
（
一
〇
日
）、「
独
自
の

藝
文
創
造
」『
朝
日
新
聞
』
中
鮮
版
（
一
一
日
）、「
大
東

亜
文
学
者
大
会
的
収
穫
」『
満
洲
藝
文
通
信
』

一
二
月　
　
　
　

 「
万
葉
源
氏
と
載
道
言
志
一
～
四
」『
満
洲
日
日
新
聞
』
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創
刊
」『
書
影
』（
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
）

七
月　
　
　
　

 「
西
南
雑
感
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
九
号

八
月　
　
　
　

 「
思
無
邪
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
一
〇
号
、
翻
訳
・
吉
川

英
治
著
「
宮
本
武
蔵
」（
爵
青
と
共
訳
）
聯
盟
『
藝
文

志
』
第
一
〇
号
、「
暗
さ
に
つ
い
て
」『
藝
文
』

九
月　
　
　
　

 「
下
郷
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
一
一
号
、「
撃
滅
」『
麒

麟
』
九
月
号

一
〇
月　
　
　
　
「
大
東
亜
人
傑
伝
」
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
一
二
号

一
一
月　
　
　
　

日
本
語
訳
「
西
南
雑
感
」『
藝
文
』

一
九
四
五
年

一
月　
　
　
　
「
新
生
自
説
」『
青
年
文
化
』
第
三
巻
第
一
期

七
月　
　
　
　
「
山
海
外
経
」『
文
友
』（
上
海
）

一
九
三
八
年
四
月
、『
明
明
』
第
三
巻
第
二
期
に
掲
載
さ
れ
た
、
ゴ
ー
リ
キ
ー

の
「
海
燕
曲
」
の
翻
訳
者
Ｓ
は
古
丁
の
可
能
性
が
あ
る
が
、確
定
で
き
な
い
。
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④　

古
丁
年
譜

年

月

古　
　
　
　
　

丁

「
満
洲
国
」
お
よ
び
世
界

一
九
一
四

9

二
九
日
、
吉
林
省
長
春
県
に
生
ま
れ
る

第
一
次
世
界
大
戦
発
生

一
九
二
〇

長
春
公
学
堂
に
入
学

一
九
二
六

南
満
中
学
堂
に
入
学

一
九
二
八

6

四
日
、
張
作
霖
爆
死
事
件

一
九
三
〇

9

南
満
中
学
堂
を
卒
業
し
、
東
北
大
学
教
育
系
に
入
学

一
九
三
一

9

北
京
に
亡
命
す
る

一
八
日
、
満
洲
事
変
、
関
東
軍
瀋
陽
等
占
領

一
九
三
二

2

日
本
軍
哈
爾
濱
占
領
、
日
本
軍
熱
河
進
攻
。「
満
蒙
新
国
家
建
国
会

議
」
開
催

3

満
洲
国
『
建
国
宣
言
』
発
表
。
愛
新
覚
羅
溥
儀
が
「
執
政
」
に
就
任

し
、「
満
洲
国
」
建
国

7

満
洲
国
協
和
会
発
会

8

上
海
「
一
・
二
八
事
件
」

9

北
京
大
学
文
学
院
中
国
文
学
科
に
入
学

一
九
三
三

森
山
啓
著
『
新
詩
歌
作
法
』
を
翻
訳
し
て
出
版
（
未
確
認
）

日
本
と
中
華
民
国
の
間
に
『
塘
沽
協
定
』
が
調
印
さ
れ
る

5

一
五
日
、
朴
能
著
「
你
们
不
是
日
本
人
，
是
兄
弟
」
を
翻
訳
、

『
文
学
雑
誌
』
二
号
に
発
表
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一
九
三
三

6

二
四
日
、
報
告
文
学
／
伝
単
文
学
／
牆
頭
小
說
─
普
羅
文
学
的
短
小
的

様
式
」
を
『
科
学
新
聞
』
第
一
号
に
寄
稿

7

一
日
、「
工
農
通
訊
員
與
同
路
人
作
家
─
左
翼
作
家
的
貯
水
池
」
を

『
科
学
新
聞
』
第
二
号
に
発
表

一
〇
日
、
翻
訳
・
古
川
荘
一
郎
著
「
在
芸
術
理
論
中
的
列
寧
主
義
的
闘

争
」、
創
作
詩
「
貴
重
な
経
験
─
天
津
恒
源
紗
厰
女
工
の
闘
い
」（
宝
貴

的
経
験
─
天
津
恒
源
紗
厰
工
人
的
闘
争
）
を
『
氷
流
』
第
二
巻
第
一
期

に
発
表

二
二
日
、「
組
織
活
動
與
創
作
活
動
的
辯
證
法
的
統
一
─
和
文
化
主
義

鬥
爭
」
を
『
科
学
新
聞
』
第
三
号
に
発
表

二
九
日
、「
轟
」（
詩
）
を
『
科
学
新
聞
』
第
四
号
に
発
表

─　

左
聯
北
方
部
組
織
部
長
に
就
任
、
逮
捕

8

四
日
、
中
山
公
園
「
来
今
雨
軒
」
に
て
記
者
会
見
し
、
左
翼
作
家
お
よ

び
共
産
党
非
難
と
見
な
さ
れ
る

四
日
、
中
国
左
翼
作
家
連
盟
北
方
部
大
逮
捕
（
方
慇
・
蔵
雲
遠
ら
逮

捕
）
事
件
発
生

一
五
日
、
岩
藤
雪
夫
「
紙
幣
乾
燥
部
的
女
工
」
を
『
文
学
雑
誌
』
三
・

四
合
併
号
に
発
表

9

北
京
大
学
を
休
学
し
、
長
春
に
戻
る

10

※
「
吉
生
」「
頽
敗
」
を
書
く
1

二
四
日
、「
満
洲
国
」
で
『
出
版
法
』
が
公
布
さ
れ
る

─　

蕭
軍
・
蕭
紅
短
編
集
『
跋
渉
』
出
版

12
「
満
洲
国
」
国
務
院
総
務
庁
統
計
処
属
官
と
な
る

一
九
三
四

3

「
満
洲
国
」
皇
帝
溥
儀
が
登
極
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10

初
訪
日
（
内
閣
統
計
局
統
計
職
員
養
成
所
聴
講
生
）2

一
九
三
五

「
満
洲
国
」
が
北
満
鉄
道
を
買
収
、
北
満
特
別
区
を
廃
止

8

一
日
、
中
国
共
産
党
中
央
『
抗
日
救
国
の
た
め
に
全
国
同
胞
に
告
げ
る

書
（
爲
抗
日
救
国
告
全
国
同
胞
書
』（„
八
一
宣
言
＂）
が
発
表
さ
れ
る

11

二
八
日
、
中
国
共
産
党
『
抗
日
救
国
宣
言
』
発
表

一
九
三
六

2

二
六
日
、
日
本
「
二
・
二
六
事
件
」

4

満
洲
弘
報
協
会
設
立

6

満
洲
文
話
会
結
成
。
関
東
軍
が
「
北
満
共
産
党
全
面
逮
捕
の
命
令
」
を

出
し
、「
黒
竜
江
民
報
事
件
」

7

※
「
玻
璃
葉
」
を
書
く

9

※
「
小
巷
」、「
光
の
な
い
世
界
」（
没
亮
世
界
、
後
「
莫
里
」
に
改

題
）、「
昼
夜
─
あ
る
詩
の
な
い
詩
人
の
日
記
」（
晝
夜
─
一
個
無
詩
的

詩
人
的
日
記
）
を
書
く

12

一
日
、
治
外
法
権
撤
廃
実
施
、
満
鉄
附
属
地
行
政
権
の
委
譲
と
調
整

「
西
安
事
変
」（
国
民
党
と
共
産
党
抗
日
統
一
戦
線
成
立
）

疑
遅
、
外
文
な
ど
と
「
芸
術
研
究
会
」
を
結
成

一
九
三
七

1

※
「
変
金
」
を
書
く

2
「
光
の
な
い
世
界
」（
没
亮
世
界
、
後
「
莫
里
」
に
改
題
）
を
『
新
青

年
』
第
四
七
・
四
八
合
併
号
に
発
表

3

中
国
語
総
合
雑
誌
『
明
明
』
創
刊
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一
九
三
七

4

小
説
「
皮
箱
」
を
書
く

「
哈
爾
濱
口
琴
社
事
件
」

「
評
陶
明
濬
教
授
著
紅
楼
夢
別
本
」（
徐
匆
）、「
提
琴
」
を
『
明
明
』
第

一
巻
第
二
期
に

満
洲
図
書
株
式
会
社
設
立

第
一
次
五
カ
年
計
画
実
施
開
始

5
「
閑
話
文
壇
」「
記
銀
星
新
劇
研
究
社
的
処
女
公
演
」「
皮
箱
」
を
『
明

明
』
第
一
巻
第
三
期
に
寄
稿

「
学
制
改
正
令
」「
学
制
要
綱
」
な
ど
発
布

6

満
洲
文
話
会
設
立

7

一
日
、「
小
巷
」
を
『
明
明
』
第
一
巻
第
五
期
に
発
表

一
日
、
山
丁
が
『
明
明
』
第
一
巻
第
五
期
に
山
丁
「
郷
土
文
学
と
『
山

丁
花
』」
発
表
、「
郷
土
文
芸
」
を
提
起

七
日
、
盧
溝
橋
事
変
で
日
中
全
面
戦
争
開
始

株
式
会
社
満
洲
国
通
信
社
設
立

朝
鮮
半
島
で
「
内
鮮
一
体
」
を
実
施
し
始
め
る

8

一
日
、『
明
明
』
創
作
特
輯
（
第
一
巻
第
六
期
）
に
「
暗
」「
論
文
壇
的

性
格
」（
史
之
子
）
を
発
表

一
三
日
、
上
海
事
変

満
洲
映
画
協
会
設
立

満
洲
文
話
会
新
京
支
部
結
成

9

二
日
、「
日
本
対
華
的
真
意
」
を
『
盛
京
時
報
』（
瀋
陽
）
に
発
表

二
三
日
、
第
二
次
国
共
合
作

10

三
〇
日
、「
昼
夜
─
あ
る
詩
の
な
い
詩
人
の
日
記
」（
晝
夜
─
一
個
無
詩

的
詩
人
的
日
記
）
と
「
偶
感
偶
記
併
余
談
」
を
『
新
青
年
』
第
六
四
号

に
発
表

11

一
日
、『
明
明
』
魯
迅
記
念
特
輯
に
翻
訳
「
魯
迅
著
書
解
題
」
掲
載

二
〇
日
、
蒋
介
石
政
府
、
重
慶
遷
都
宣
言
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12

一
日
、『
明
明
』
日
本
文
学
紹
介
特
輯
（
第
二
巻
第
三
期
）
に
、
翻

訳
・
石
川
啄
木
著
「
悲
哀
的
玩
具
」
が
掲
載
さ
れ
る

一
三
日
、
日
本
軍
、
南
京
占
領
事
件
を
起
こ
す

一
四
日
、
傀
儡
政
権
、
中
華
民
国
臨
時
政
府
（
北
京
）
成
立

満
日
文
化
協
会
か
ら
「
東
方
国
民
文
庫
」
刊
行
開
始

一
九
三
八

1

一
日
、「
説
夢
以
及
唾
痰
」（
史
之
子
）
と
ゴ
ー
ゴ
リ
の
「
狂
人
日
記
」

翻
訳
を
『
明
明
』
第
二
巻
第
四
期
に
寄
稿

一
六
日
、
近
衛
第
一
次
声
明
（
国
民
政
府
を
相
手
に
せ
ず
）

本
年
か
ら
「
満
洲
国
」
の
国
民
学
校
で
日
本
語
を
「
国
語
の
一
つ
」
と

し
て
教
授
す
る
よ
う
に
な
る

3

一
日
、「
原
野
」
を
『
明
明
』
第
三
巻
第
一
期
、
一
周
年
記
念
号
に
寄

稿

朝
鮮
半
島
の
学
校
教
育
で
朝
鮮
語
使
用
が
禁
止
さ
れ
、
日
本
語
使
用
が

強
要
さ
れ
る

4

一
日
、
日
本
『
国
家
総
動
員
法
』
公
布

5

一
日
、「
假
寐
」「
三
昧
篇
」
を
『
明
明
』
第
三
巻
第
三
期
に
寄
稿

毛
沢
東
が
延
安
抗
日
戦
争
研
究
会
で
「
持
久
戦
を
論
ず
」
講
演
す
る

二
〇
日
、「
城
島
文
庫
」
を
刊
行
開
始
、『
奮
飛
』
が
「
城
島
文
庫
」
の

一
冊
と
し
て
出
版
さ
れ
る

7

一
日
、「
荒
地
」
を
『
明
明
』
第
三
巻
第
五
期
に
発
表

一
日
、
毛
沢
東
「
持
久
戦
を
論
ず
」
が
週
刊
『
解
放
』（
一
九
三
七
年

四
月
二
四
日
、
延
安
創
刊
）
第
四
三
・
四
四
期
合
本
に
発
表
さ
れ
る

二
一
日
、『
大
同
報
』「
爆
弾
評
論
」
欄
に
「
賢
良
篇
」
を
発
表

華
北
、
華
南
地
方
を
旅
行

一
一
日
、
張
鼓
峰
事
件
勃
発

『
一
知
半
解
集
』
が
刊
行
さ
れ
る

8

一
日
、「
墨
書
」「
偽
醫
」
を
『
明
明
』
第
三
巻
第
六
期
に
発
表

一
日
、「
書
外
篇
」（
史
之
子
）
と
「『
迷
途
的
羔
羊
』
門
外
評
」
を

『
満
洲
映
画
』
に
発
表
。「
満
人
文
芸
家
、
満
洲
電
影
動
向　

座
談
会
」

に
参
加
（『
満
洲
映
画
』）
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一
九
三
八

8

一
〇
日
、「
悲
喜
篇
」「
注
音
符
号
の
こ
と
」（
史
之
子
）
を
『
月
刊
満

洲
』
第
一
一
巻
八
号
に
発
表

9

一
日
、『
明
明
』
実
質
上
の
最
終
号
刊
行

日
本
従
軍
作
家
陸
・
海
軍
、
詩
曲
部
隊
出
発

10

一
日
、
毛
沢
東
「
持
久
戦
を
論
ず
」
日
本
語
訳
が
『
改
造
』
一
〇
月
号

に
掲
載
さ
れ
る

日
本
軍
、
広
東
・
武
漢
占
領

11
「『
蜜
月
快
車
』
を
観
る
」『
満
洲
行
政
』（
第
五
巻
）

三
日
、
第
二
次
近
衛
内
閣
「
東
亜
新
秩
序
建
設
」
を
声
明

12

二
二
日
、
近
衛
三
原
則
声
明
（
善
隣
友
好
、
共
同
防
共
、
経
済
提
携
）

を
発
表

一
九
三
九

1

一
日
、
脚
本
「
哈
哈
鏡
」
が
『
満
洲
映
画
』
に
掲
載
さ
れ
る

小
説
「
鏡
花
記
」
を
『
新
青
年
』
に
発
表

3

小
説
「
盤
中
記
」
を
『
健
康
満
洲
』
に
発
表

日
本
司
法
部
出
身
の
武
藤
富
雄
が
総
務
庁
弘
報
処
長
と
な
る

5

四
日
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

6

一
八
日
、「
一
夜
」
を
『
藝
文
志
』
第
一
輯
に
発
表

「
閑
談
」
を
『
新
青
年
』
第
九
八
号
に
発
表

芸
文
志
事
務
会
成
立

8
「
詩
歌
叢
刊
」
刊
行
開
始

9
『
満
人
作
家
小
説
集　

原
野
』
が
大
内
隆
雄
訳
で
日
本
の
三
和
書
房
よ

り
出
版
さ
れ
る

一
日
、
第
二
次
世
界
大
戦
開
始

満
洲
国
語
研
究
会
設
立
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10

翻
訳
・
夏
目
漱
石
著
『
心
』
を
満
日
文
化
協
会
か
ら
「
東
方
国
民
文

庫
」
の
第
一
五
編
と
し
て
出
版

『
満
洲
浪
曼
』
発
行

三
一
日
、『
奮
飛
』
が
第
四
回
文
芸
盛
京
賞
受
賞

12

一
七
日
、『
藝
文
志
』
第
二
輯
に
「
平
沙
」
発
表

甘
粕
正
彦
が
満
映
の
理
事
長
と
な
り
、
満
映
人
事
改
革
に
着
手

三
〇
日
、『
浮
沈
』
を
満
日
文
化
協
会
・
詩
歌
叢
刊
刊
行
会
か
ら
出
版

満
洲
放
送
文
芸
協
会
成
立
（
徐
長
吉
が
審
査
員
）

─
「
消
閑
雜
記
」
を
『
文
選
』
第
一
輯
に
発
表

満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
設
立

─
『
文
芸
春
秋
』
第
一
七
巻
第
二
四
号
に
「
満
洲
文
学
雑
記
」
を
寄
稿
『
文
選
』
第
一
輯
が
文
選
刊
行
会
か
ら
刊
行

一
九
四
〇

1

二
二
日
、
新
京
放
送
局
・
満
華
文
芸
交
歓
放
送
（
ラ
ジ
オ
）
で
満
洲
新

文
芸
の
展
望
を
語
る

2

五
日
、
紀
元
二
千
六
百
年
記
念
の
た
め
「
満
洲
国
」
政
府
よ
り
特
派
さ

れ
、
外
文
と
「
の
ぞ
み
」
で
日
本
へ
。
木
崎
龍
同
行

紀
元
二
千
六
百
年
慶
祝
の
た
め
「
満
洲
国
」
皇
帝
訪
日

満
洲
出
版
協
会
成
立

二
六
日
、「
東
京
散
記　

上
・
下
」
を
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載

下
旬
に
、
山
本
有
三
著
・
滕
更
（
外
文
）
訳
「
山
彦
海
彦
」
の
新
京
文

芸
劇
団
作
品
が
呉
郎
の
演
出
に
よ
り
新
京
放
送
局
で
放
送
さ
れ
る

二
七
日
、「
東
京
散
記
・
日
本
の
農
民
」
を
『
朝
日
新
聞
』
に
掲
載

3

四
日
、「
熱
河
丸
」
で
日
本
か
ら
帰
国
。
大
連
で
文
話
会
大
連
支
部
に

歓
迎
さ
れ
る

六
日
、
新
京
に
到
着

一
四
日
、
新
京
大
興
ビ
ル
四
階
に
て
、
文
話
会
新
京
支
部
三
月
例
会

「
訪
日
感
想
座
談
会
」
に
参
加

一
五
日
、『
満
洲
文
話
會
通
信
』
に
「
日
本
便
り
」
を
寄
稿

二
〇
日
、
王
精
衛
南
京
国
民
政
府
成
立

二
二
日
、「
平
沙
」
が
第
二
回
民
生
部
大
臣
文
芸
賞
受
賞
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一
九
四
〇

3

三
〇
日
夜
、
国
都
飯
店
で
受
賞
披
露
宴
開
催

─　

訪
日
の
様
子
を
報
告

4

六
日
、
満
洲
翻
訳
研
究
会
（
準
備
中
は
「
満
洲
翻
訳
家
協
会
」
と
い

う
）
の
発
令
式
が
新
京
弘
報
協
会
会
議
室
に
於
い
て
開
催
。
大
内
隆
雄

や
杉
村
勇
造
と
並
ん
で
委
員
と
な
る

訪
日
か
ら
帰
っ
た
溥
儀
が
「
回
鑾
訓
民
詔
書
」
を
発
布

満
洲
翻
訳
家
協
会
結
成
。
日
系
は
大
内
隆
雄
、
満
系
は
古
丁
を
中
心
に

「
満
洲
文
芸
通
信
」
が
『
文
学
界
』
第
七
巻
四
号
に
掲
載

5

一
四
日
、
満
洲
日
日
新
聞
社
主
催
バ
イ
コ
フ
歓
迎
会

詔
書
奉
読
日
満
一
徳
一
心
を
誓
う
国
民
大
会
が
開
か
れ
る

一
五
日
、
バ
イ
コ
フ
を
囲
む
座
談
会
に
参
加

『
詩
季
』
創
刊

─　
『
満
洲
文
話
会
通
信
』
に
「
バ
イ
コ
フ
氏
の
啓
示
」
を
寄
稿

四
日
、
岡
部
子
爵
、
羽
田
京
大
総
長
、
池
内
東
大
名
誉
教
授
に
よ
り
、

「
東
方
文
化
講
演
会
」
が
新
京
協
和
会
館
で
開
催

二
九
日
午
後
、
芸
文
志
事
務
会
の
来
満
巡
演
朝
鮮
劇
団
「
高
協
」
歓
迎

会
に
出
席

6

一
日
、
国
都
グ
リ
ル
に
て
村
山
知
義
を
囲
む
演
劇
座
談
会
に
参
加

五
日
、
奉
天
協
和
劇
団
新
京
来
演
を
機
に
開
催
さ
れ
た
戯
曲
研
究
座
談

会
に
参
加

一
五
日
、『
満
洲
文
話
会
通
信
』
に
「
人
間
的
結
合　

友
人
的
激
励　

満
・
日
系
文
化
人
の
提
携
に
関
し
て
」
を
寄
稿

三
〇
日
、
民
生
部
講
堂
で
満
洲
文
話
会
三
周
年
総
会
開
催
。
組
織
改

編
、
満
系
と
の
協
働
な
ど
を
議
題
に

二
二
日
、
文
話
会
の
歓
迎
座
談
に
参
加

─　

文
話
会
よ
り
在
満
皇
軍
将
士
慰
問
文
集
『
満
洲
よ
も
や
ま
』
発
刊

二
五
日
よ
り
約
三
週
間
、
チ
チ
ハ
ル
海
拉
爾
方
面
へ
出
張

─　

溥
儀
、
第
二
次
訪
日
し
て
天
照
大
神
を
持
ち
帰
る

─
『
藝
文
志
』
第
三
輯
刊
行
、
武
者
小
路
実
篤
「
井
原
西
鶴
」
の
翻
訳

を
発
表

『
満
洲
国
語
』
満
語
版
刊
行
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7
「
幾
種
錯
覚
」（
史
之
子
）、「
讀
『
鐵
檻
』」、
爵
青
と
共
訳
「
村
山
知
義

如
是
説
」
を
『
月
刊
読
書
人
連
叢
・
読
書
人
』
に
寄
稿

帝
宮
内
庭
に
建
国
神
廟
が
建
て
ら
れ
、
天
照
大
神
が
「
満
洲
国
」
建
国

神
と
し
て
祀
ら
れ
る

二
二
日
、
第
二
次
近
衛
内
閣
成
立

8

文
話
会
改
組
に
よ
り
文
芸
部
委
員
と
な
る
（
吉
野
治
夫
が
事
務
局
長
）

菊
地
寛
、
小
林
秀
雄
、
中
野
実
三
が
満
洲
新
聞
社
に
招
聘
さ
れ
、
三
週

間
満
洲
を
視
察

九
日
、
文
話
会
主
催
の
菊
地
寛
ら
の
歓
迎
茶
話
会
に
出
席

「『
話
』
的
話
」
を
『
満
洲
国
語
』（
満
語
版
）
第
三
号
に

『
文
選
』
第
二
輯
刊
行

大
内
隆
雄
に
よ
る
日
本
語
訳
『
平
沙
』
が
日
本
中
央
公
論
社
か
ら
出
版

さ
れ
る

「
花
園
」「
麦
不
死
」
を
『
文
学
人
』
に
発
表

9

一
日
、「『
話
』
の
話
」
を
『
満
洲
国
語
』（
日
語
版
）
第
五
号
に

小
松
他
著
・
大
内
隆
雄
訳
『
蒲
公
英
』
が
三
和
書
房
か
ら
出
版

一
〇
日
よ
り
一
〇
日
間
、
文
話
会
の
派
遣
に
よ
り
、
外
文
・
辛
実
と
共

に
資
料
収
集
の
た
め
、
西
安
県
方
面
の
農
村
へ

二
〇
日
、
文
話
会
本
部
役
員
会
に
よ
り
、
大
内
隆
雄
・
木
崎
龍
ら
と
文

話
会
賞
銓
衡
委
員
と
な
る

九
月
末
、『
評
論
人
』
が
出
版

二
六
日
、
文
話
会
新
京
支
部
九
月
例
会
を
兼
ね
て
岸
田
国
士
を
囲
む
座

談
会
に
参
加

満
洲
国
「
雑
誌
指
導
統
制
要
綱
」
が
制
定
さ
れ
る

10

ペ
ス
ト
騒
ぎ
で
一
カ
月
近
く
健
康
隔
離
生
活
を
送
る

『
文
選
』
第
二
輯
発
行

四
日
、
文
話
会
銓
衡
委
員
に
よ
り
、
文
芸
盛
京
賞
に
小
松
の
「
鉄
檻
」

が
推
薦
さ
れ
る

一
二
日
、
日
本
で
大
政
翼
賛
会
結
成
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一
九
四
〇

10

─　

雑
誌
『
満
洲
婦
人
』（
呉
瑛
編
）、
文
芸
雑
誌
『
学
芸
』（
李
文
湘

編
）
創
刊

─　

ペ
ス
ト
の
た
め
、
民
生
部
の
招
聘
に
よ
り
新
京
に
到
着
し
た
石
井

柏
亭
の
講
演
会
と
座
談
会
が
中
止

─　

日
本
で
大
東
亜
省
設
立

11

五
日
、『
平
沙
』
単
行
本
が
「
東
方
国
民
文
庫
」
第
二
二
編
と
し
て
満

日
文
化
協
会
か
ら
出
版
さ
れ
る

一
〇
日
、
作
風
刊
行
会
よ
り
『
作
風
』
創
刊
号
（
翻
訳
特
輯
）
が
刊
行

毎
月
叢
編
第
一
輯
『
文
最
』
発
行

一
〇
日
、
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
著
「
若
き
文
学
者
た
ち
へ
の
忠
告
（
對
於
青

年
文
學
者
的
忠
告
）」
の
翻
訳
を
『
作
風
』
に

芸
文
志
事
務
会
の
「
讀
書
人
連
叢
」
の
『
詩
歌
人
』
出
版

12

満
洲
弘
報
協
会
解
散

一
九
四
一

1

二
四
日
、
新
京
公
会
堂
に
て
、
文
話
会
文
芸
関
係
者
座
談
会
に
出
席

（
満
系
文
芸
の
現
状
お
よ
び
地
方
行
政
の
現
状
、
満
系
知
識
人
の
傾
向

等
に
つ
い
て
）

「
国
務
院
総
務
庁
分
科
規
程
」
発
布
。
こ
れ
に
よ
り
、
文
化
事
業
に
つ

い
て
の
全
権
限
（
検
閲
を
含
む
）
が
、
民
生
部
か
ら
国
務
院
弘
報
処
へ

移
管

二
七
日
、
新
京
軍
人
会
館
に
て
、
満
洲
雑
誌
社
に
よ
る
文
話
会
役
員
招

待
懇
談
会
に
参
加

3

二
三
日
、「
藝
文
指
導
要
綱
」（
新
京
日
満
軍
人
会
館
に
て
）
発
布

芸
文
志
事
務
会
と
作
風
刊
行
会
同
人
が
共
同
で
『
泰
東
日
報
』
文
芸
欄

「
七
日
譚
」
を
編
集
（
内
容
は
批
評
、
書
評
、
雑
記
、
随
筆
等
に
傾

く
、
外
文
・
夷
夫
編
）

4

一
三
日
、
日
ソ
中
立
条
約
調
印
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5

総
務
庁
統
計
処
辞
職

疑
遅
、
都
合
に
よ
り
国
務
院
総
務
庁
を
辞
職

五
～
八
月
、
日
本
軍
、
重
慶
を
大
空
襲

7

満
洲
文
芸
家
協
会
委
員
と
な
る

二
七
日
、
満
洲
文
芸
家
協
会
成
立
（
委
員
長
山
田
清
三
郎
、
国
務
院
講

堂
に
て
）

「
満
洲
文
藝
家
協
會
創
立
に
際
し
て
一
・
二
」『
満
洲
日
日
新
聞
』

8

二
五
日
、
弘
報
三
法
『
満
洲
国
通
信
社
法
』『
新
聞
法
』『
記
者
法
』
が

発
布

二
五
日
、
満
洲
芸
文
聯
盟
結
成
（
新
京
中
銀
倶
楽
部
）

10

株
式
会
社
芸
文
書
房
を
設
立

一
八
日
、
東
条
英
機
内
閣
成
立

『
訳
叢
』
出
版
。
翻
訳
・
ガ
ル
シ
ン
著
「
ア
ッ
タ
レ
ー
ア
・
プ
リ
ン
ケ

プ
ス
」（
阿
忒
萊
・
蒲
靈
蒲
）、「
夢
が
た
り
」（
夢
談
）、
モ
ー
パ
ッ
サ

ン
著
「
給
仕
、
も
う
一
杯
」（
堂
倌
再
來
一
杯
）
が
収
録
さ
れ
る

「
全
聯
傍
聴
記
」『
満
洲
日
日
新
聞
』

11

芸
文
書
房
で
小
松
展
（
小
松
の
原
稿
、
写
真
な
ど
）

12

中
島
健
蔵
『
学
窓
と
社
会
』（
学
生
与
社
会
）
の
翻
訳
が
芸
文
書
房
か

ら
出
版
さ
れ
る

八
日
、
真
珠
湾
事
件
、
日
米
戦
争
開
始

九
日
、
蒋
介
石
重
慶
政
府
、
日
独
伊
に
宣
戦
布
告

一
二
日
、
日
本
政
府
が
盧
溝
橋
事
変
も
含
め
て
戦
争
名
称
を
「
大
東
亜

戦
争
」
と
決
定
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一
九
四
二

1

一
日
、「
文
学
和
電
影
」
を
『
電
影
画
報
』
新
年
号
に
発
表

『
藝
文
』
創
刊
（
芸
文
社
）

─　

翻
訳
・
ア
ラ
ン
著
「
若
き
英
雄
ト
ル
デ
ィ
」（
少
年
英
雄
陶
而

第
）
を
『
新
満
洲
』
に
連
載
開
始

一
、
八
、
一
四
日
、「
雑
文
之
談
」
を
『
盛
京
時
報
』
に
連
載

一
四
日
、「
沈
潜
と
胎
動
」
を
『
大
同
報
・
文
学
週
刊
』（
長
春
）
に
発

表一
九
日
、「
歓
喜
」（
詩
）『
大
同
報
』

「
建
国
十
年
頌
」『
建
国
十
年　

慶
祝
詞
華
集
』（
満
洲
文
芸
家
協
会

編
、
芸
文
社
）

2
「
日
本
文
学
の
撮
り
方
」
を
『
芸
文
』（
芸
文
社
）
に
発
表

一
五
日
、
日
本
軍
が
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
占
領

「
解
半
知
先
生
一
夕
談
話
記
」（『
麒
麟
』
二
月
号
）

『
満
洲
藝
文
通
信
』
が
満
洲
芸
文
聯
盟
か
ら
発
行
さ
れ
る

3
「
建
国
十
周
年
を
迎
へ
て
ハ
ガ
キ
回
答
」（『
藝
文
』
一
九
四
二
年
三
月

号
）

「
第
一
建
國
か
ら
第
二
建
國
へ
」（
解
半
知
、『
藝
文
』
三
月
号
）

4
「
古
丁
・
林
房
雄
対
談
」『
藝
文
』
第
一
巻
第
五
号
（
一
九
四
二
年
四

月
、
会
談
は
二
月
一
四
日
）

一
八
日
、
ア
メ
リ
カ
陸
軍
機
が
初
め
て
東
京
空
襲

「
満
洲
国
産
業
開
発
第
二
次
五
カ
年
計
画
」
実
施

5
「
満
系
随
筆
集
」『
満
洲
日
日
新
聞
』

七
日
、
日
本
軍
が
東
南
ア
ジ
ア
全
域
を
制
覇

二
六
日
、
日
本
文
学
報
国
会
結
成

中
華
民
国
国
民
政
府
主
席
汪
精
衛
が
「
満
洲
国
」
を
訪
問
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6
「
竹
林
」
を
『
麒
麟
』
六
月
号
に
掲
載

古
丁
他
編
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
』
第
一
輯
が
創
元
社
か
ら
刊
行

8
「
文
壇
堕
像
」
を
『
盛
京
時
報
』
に
発
表

9

「
満
洲
国
」
建
国
一
〇
周
年
祈
念
式
典

日
本
、
大
東
亜
省
設
置
を
決
定

10

二
八
日
、「
日
本
は
太
陽
」『
朝
日
新
聞
』
夕
刊

11

三
日
、「
百
戰
百
勝
於
此
事
見
一
般
」『
朝
日
新
聞
』

第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
開
催

四
日
、「
同
軌
─
大
東
亜
文
学
者
列
車
」
を
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
発

表三
～
五
日
、
第
一
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
出
席

七
日
、「
大
東
亜
文
学
者
大
会
行
」
を
『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
発
表

七
～
八
日
、「
日
本
の
印
象
を
語
る
座
談
会
」『
朝
日
新
聞
』

一
〇
日
、「
東
亜
文
学
者
大
会
を
終
え
て
」

─　
「
作
品
主
義
の
効
果
─
満
洲
文
学
に
就
い
て
の
走
り
書
き
」
を
、

『
朝
日
新
聞
』
中
鮮
版
に
発
表

一
〇
～
一
一
日
、「
満
洲
文
学
に
就
い
て
の
走
り
書
き　

上
・
下
」

を
、『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
発
表

一
一
日
、「
独
自
の
藝
文
創
造
」
を
『
朝
日
新
聞
』
中
鮮
版
に
発
表

一
五
日
、「
ア
ジ
ア
文
学
は
一
つ
」『
朝
日
新
聞
』
夕
刊
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一
九
四
二

11

二
〇
日
、『
譚
』
が
駱
駝
叢
書
の
一
冊
と
し
て
芸
文
書
房
か
ら
出
版
さ

れ
る

二
一
日
、
文
芸
家
協
会
委
員
会
に
出
席

「
大
東
亜
文
学
者
大
会
的
収
穫
」『
満
洲
藝
文
通
信
』

12
「
万
葉
源
氏
と
載
道
言
志
一
～
四
」
を
二
～
五
日
の
『
満
洲
日
日
新

聞
』
に
発
表

「
満
洲
国
基
本
国
策
大
綱
」
発
表

四
・
五
日
、「
全
国
決
戦
芸
文
家
大
会
」
に
参
加
。
本
年
度
全
聯
、
第

二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
参
加
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
、
そ
し
て
、
政

府
諮
問
案
答
申
委
員
会
の
委
員
長
に
選
ば
れ
る

二
六
日
、
満
洲
文
芸
家
協
会
の
派
遣
に
よ
り
、「
亜
細
亜
号
」
で
大
連

へ
仲
賢
禮
の
病
気
見
舞
い
に
赴
く

「
北
辺
鎮
護
の
任
務
」
を
『
文
芸
』
に
発
表

「
大
東
亜
文
学
者
大
会
的
収
穫
」
を
『
満
洲
芸
文
通
信
』
に
発
表

一
九
四
三

1

一
一
日
、
満
洲
文
芸
家
協
会
委
員
会
に
出
席
。
こ
の
会
議
に
よ
り
大
東

亜
連
絡
部
、
審
査
部
、
企
画
部
新
設

九
日
、
汪
精
衛
南
京
国
民
政
府
、
対
米
英
宣
戦
布
告
、
日
華
共
同
宣
言

発
表

大
東
亜
連
絡
部
の
部
長
と
な
る

2

一
日
、
関
東
軍
報
道
演
習
に
派
遣
さ
れ
た
山
田
清
三
郎
等
の
帰
還
歓
迎

懇
談
会
に
出
席

二
八
日
、
芸
文
会
館
で
行
わ
れ
た
満
洲
文
芸
家
委
員
会
に
参
加
（
議
題

の
一
つ
は
満
文
月
刊
文
学
雑
誌
の
発
刊
促
進
で
あ
っ
た
）

3

「
協
和
会
運
動
基
本
要
綱
」
が
発
布
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4

一
八
日
、
国
務
院
講
堂
で
満
洲
芸
文
各
委
員
会
役
員
全
国
大
会
に
出
席
「
米
英
撃
滅
詩
」
の
朗
読
運
動
を
展
開
す
る
た
め
に
協
和
会
か
ら
撃
滅

詩
の
編
纂
を
委
託
さ
れ
、
二
日
、
文
芸
家
協
会
撃
滅
詩
編
纂
打
ち
合
わ

せ
会
が
開
か
れ
る　

5
「
武
者
小
路
実
篤
先
生
の
印
象　

上
・
中
・
下
」
を
八
～
一
〇
日
の

『
満
洲
日
日
新
聞
』
に
発
表

一
一
日
、
情
報
局
第
一
部
長
に
転
任
す
る
武
藤
富
男
前
弘
報
処
長
の
弘

報
藝
文
関
係
連
合
送
別
会

三
一
日
、
日
本
御
前
会
議
。
大
東
亜
政
略
指
導
大
綱
が
採
択

6

二
〇
日
、
芸
文
書
房
第
一
回
株
主
総
会

「
関
於
小
松
」
を
『
満
洲
作
家
論
集
』（
陳
因
編
、
実
業
印
書
館
）
に
収

録

8

一
四
日
、
芸
文
会
館
で
開
催
さ
れ
た
日
文
純
芸
文
誌
『
藝
文
』
発
刊
企

画
委
員
会
に
参
加

柳
竜
光
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る
華
北
作
家
協
会
が
来
満
視
察

二
五
～
二
七
日
、
第
二
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
に
出
席

『
青
年
文
化
』
創
刊

「
漫
記
」
を
『
青
年
文
化
』
に
、「
文
壇
堕
像
」
を
『
盛
京
時
報
』
に
発
表

一
五
日
、
第
二
回
大
東
亜
文
学
大
会
が
東
京
で
開
催

「
小
林
秀
雄
氏
を
囲
ん
で
」
座
談
会
に
参
加
、
そ
の
記
事
が
『
藝
文
』

八
月
号
に
載
る

ビ
ル
マ
の
独
立
が
承
認
さ
れ
る

9

小
説
集
『
竹
林
』
が
芸
文
書
房
株
式
会
社
か
ら
出
版
さ
れ
る

八
日
、
イ
タ
リ
ア
の
バ
ド
リ
オ
政
権
、
連
合
国
に
無
条
件
降
伏

『
青
年
文
化
』
の
「
誌
上
聚
談
」（
四
一
～
四
三
頁
）
に
参
加

新
京
、
哈
爾
濱
で
の
文
学
者
大
会
満
洲
代
表
の
結
果
報
告
講
演
に
参
加

「
各
国
の
傑
作
登
載
共
同
発
表
機
関
誌
刊
行
」「
統
治
五
十
年
を
貫
く
」

「
滿
洲
文
学
の
基
調
」
を
『
文
学
報
国
』
に
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一
九
四
三

10
「
大
東
亜
文
学
的
創
造
」（
九
五
頁
）
を
『
青
年
文
化
』
に
発
表

一
一
日
、
日
本
国
の
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
け
る
軍
政
が
撤
廃

石
川
啄
木
『
悲
し
き
玩
具
』
の
翻
訳
単
行
本
を
芸
文
書
房
よ
り
刊
行

11
「
文
学
者
の
決
戦
」（
大
内
隆
雄
訳
）
を
『
満
洲
公
論
』
第
二
巻
に
発
表

五
日
、
東
京
で
大
東
亜
会
議
、『
大
東
亜
宣
言
』

『
藝
文
志
』（
満
洲
芸
文
聯
盟
機
関
誌
）
が
芸
文
書
房
か
ら
創
刊

一
九
四
四

1

座
談
会
「
い
か
に
満
洲
を
書
く
か
」（
怎
样
写
满
洲
？
）
の
司
会
（
聯

盟
『
藝
文
志
』
第
三
期
）

2

一
日
、
長
編
小
説
「
新
生
」
を
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
四
号
に
発
表

五
日
、「
知
識
的
悲
劇
」
を
『
並
欣
集
』
に
（
興
亜
雑
誌
社
）

3

古
丁
他
編
『
満
洲
国
各
民
族
創
作
選
集
』
第
二
輯
が
創
元
社
か
ら
刊
行

4
『
青
年
文
化
』
の
「
決
戦
満
洲
文
化
的
方
向
」
で
大
内
隆
雄
と
対
談

（
八
二
～
八
四
頁
）

5

一
日
、
翻
訳
・
高
村
光
太
郎
著
「
殲
滅
せ
ん
の
み
」
が
聯
盟
『
藝
文

志
』
第
七
号
に
掲
載

6

一
日
、「
思
無
邪
」
を
聯
盟
『
藝
文
志
』
八
号
に

「『
藝
文
志
』
的
創
刊
」
を
『
書
影
』（
満
洲
書
籍
配
給
株
式
会
社
）
に

発
表

7
「
西
南
雑
感
」
を
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
九
号
に
発
表

一
八
日
、
東
条
内
閣
総
辞
職

二
二
日
、
小
磯
内
閣
成
立
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8
「
思
無
邪
」、
翻
訳
・
吉
川
英
治
著
「
宮
本
武
蔵
」（
爵
青
と
共
訳
）
を

聯
盟
『
藝
文
志
』
一
〇
号
に

「
暗
さ
に
つ
い
て
」『
藝
文
』（
一
九
四
四
年
八
月
号
）

9
「
下
郷
」
を
聯
盟
『
藝
文
志
』
第
一
一
号
に
発
表
、「
撃
滅
」
を
『
麒

麟
』
九
月
号
に
発
表

10
「
大
東
亜
人
傑
伝
」
を
聯
盟
『
藝
文
志
』
一
二
号
に

11

一
二
～
一
四
日
、
第
三
回
大
東
亜
文
学
者
大
会
参
加
（
南
京
）

「
西
南
雑
感
」
の
日
本
語
訳
が
『
藝
文
』
に
掲
載

一
九
四
五

1
「
新
生
自
説
」
を
『
青
年
文
化
』
第
三
巻
第
一
期
に
発
表

2

ヤ
ル
タ
会
談

3

一
〇
日
、
東
京
大
空
襲

5

ド
イ
ツ
の
降
伏
文
書
が
発
効

7
「
山
海
外
経
」
を
『
文
友
』（
上
海
）
に
発
表

一
〇
日
、
在
満
男
子
一
八
～
四
五
歳
を
根
こ
そ
ぎ
動
員

二
六
日
、
米
英
中
ポ
ツ
ダ
ム
宣
言

8

一
五
日
、
終
戦

一
八
日
、
皇
帝
溥
儀
退
位
式
、「
満
洲
国
」
消
滅

一
九
四
六

吉
林
中
ソ
友
好
協
会
秘
書

一
九
四
七

雑
誌
編
集
『
東
北
文
芸
』
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一
九
四
八

哈
爾
濱
東
北
文
芸
協
会
所
属
哈
爾
濱
評
劇
院
管
理
委
員
会
主
任

一
九
四
九

瀋
陽
唐
山
評
劇
院
院
長

一
〇
月
、
中
華
人
民
共
和
国
成
立

一
九
五
〇

東
北
戯
曲
新
報
社
秘
書
兼
編
集

一
九
五
八

極
右
分
子
・
反
革
命
分
子
と
し
て
逮
捕
、
投
獄

反
右
闘
争
開
始

一
九
六
四

獄
中
に
て
死
亡

一
九
七
九

名
誉
回
復

1　

※
は
発
表
年
月
で
は
な
く
、
作
者
脱
稿
の
年
月
で
あ
る
。

2　

石
田
卓
生
「『
満
洲
国
』
官
吏
と
し
て
の
古
丁　

公
文
書
に
残
る
日
本
研
修
の
記
録
か
ら
」『
植
民
地
文
化
研
究
』
六
、
二
〇
〇
七
年
七
月
、
不
二
出
版
。
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